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現
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U
N
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次

正

和

序

現
代
的
な
意
味
に
お
け
る
宗
教
現
象
学
的
研
究
の
最
初
の
試
み
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
シ
ャ
ン
ト
ピ

i
・
ド
・
ラ
・
ソ

i
セ
イ
(
h
y
山
口
広
℃
芯
己
σ
E
ω
日
目
ω
山
古
川
)
の

J
示
教

史
教
本
』
(
同
∞
∞
吋
∞
申
)
第
一
版
の
巻
頭
の
「
現
象
学
的
部
分
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
諸
宗
教
に
共
通
に
見
ら
れ
る
要
素
を
取
り
出
し
て
、
幾
つ
か
の
項
目
に

、、TJ
d
h
コ
ベ
/
、

J
什
ノ
串
念
八

7
l
L

そ
の
主
要
形
態
を
概
説
し
た
。
既
に
そ
こ
に
は
、
多
様
な
宗
教
現
象
の
体
系
的
把
握
や
分
類
と
い
う
宗
教
現
象
学
が
採
用
し
て
い
る
基
本
的
な
方
法
が
見
出
さ

れ
る
。

そ
の
路
線
を
更
に
発
展
さ
せ
た
の
は
、
同
じ
く
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ

(
の
・
〈
∞
ロ
〔
-
2・
F
ゆ
め
に
さ
噌
同
∞
由
。
i
H
甲
山

C
)

で
あ
る
。
彼
は
著
書
『
宗

教
現
象
学
』
(
司

E
5
5
2
0一c
m百
己

q
m
u一一柱。
F
S
ω
ω
)

に
お
い
て
、
宗
教
の
対
象
、
宗
教
の
主
体
、
相
互
作
用
に
お
け
る
主
客
、
世
界
等
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の

中
で
、
宗
教
の
本
質
形
態
と
多
様
な
現
象
を
分
析
し
た

D

彼
の
方
法
に
は
、

フ
ッ
サ

l
ル
の
現
象
学
や
デ
ィ
ル
タ
イ
の
解
釈
学
等
の
影
響
が
流
れ
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る

D

ま
た
、

ド
イ
ツ
で
は
既
に
オ
ッ
ト

l

河
口
己
(
)
一
向
。
ロ
o
e
M
∞∞
0
5
ω
吋
)
が

る
も
の
』
(
む
m
g
Z
2
一一
m
m
y
g

コ)
の
中
で
、
神
観
念
に
お
け
る
非
合
理

的
な
も
の
と
合
理
的
な
も
の
と
の
関
係
に
つ
い
て
現
象
学
的
究
明
を
試
み
て
い
た
。
こ
う
し
た
繁
明
期
の
宗
教
現
象
学
が
苧
ん
で
い
た
基
本
理
念
や
方
法
論
的
手
法
は
他

の
地
域
に
も
移
植
さ
れ
、

オ
ッ
ト

i
の
影
響
を
受
け
た
メ
ン
シ
ン
グ
、
或
い
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
ワ
ッ
ハ
、

ハ
イ
ラ
i
、

エ
リ
ア
!
日
ア
等
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
。

よ
一
小
教
現
象
学
」
の
成
立
と
展
開
に
哲
学
上
の
思
想
運
動
と
し
て
の
寸
現
象
学
」
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
に
推
察
で
き
る
こ
と
だ
が
、

両
者
の
影
響
関
係
は
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
創
成
期
の
宗
教
現
象
学
の
中
に
身
を
置
い
た
研
究
者
が
学
問
の
方
向
を
模
索
し
つ
つ
、
現
象
学
的
態
度
を
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
仕
方
で
受
容
し
解
釈
し
て
き
た
過
程
を
、
忍
耐
強
く
追
跡
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
本
稿
の
自
的
は
、
哲
学
的
現
象
学
と
宗
教
現
象
学
の
方
法
論

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

。

上
の
具
、
向
や
解
釈
学
に
お
け
る
「
理
解
」
(
〈
め
B
Z
Eコ)
と
「
説
明
」
(
何
回
ム
ハ
一
位
吋

g)
の
関
係
等
の
問
題
に
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

現
在
の
宗
教
現
象
学
の
流
れ
は
幾
重
か
に
絡
み
合
っ
て
、

か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
錯
綜
し
た
流
れ
が
全
体
と
し
て
ど
の
方
向
に
進
む
か
を
予
見
す

る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
の
源
泉
に
、
遡
及
し
て
、

そ
の
基
本
概
念
や
学
問
的
理
念
等
を
把
寵
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
以
下
に
お
い
て
、

ウ

イ
ス

ω
C
5
コmwHs
出・-「戸戸、一

ωω)
と
コ
ン
ザ

l

(
当
巳
円
。
こ
!
日
・

h
o
コ
話
「

u
T
)
共
編
『
聖
な
る
も
の
の
経
験
』
(
何
×
匂
2
・一

g
s
cご
一
再

rq包・
5
U
N
)

の
序
説
を
参
照
し

な
が
ら
、
我
々
は
差
し
当
た
り
宗
教
現
象
学
の
流
動
的
な
展
開
の
跡
を
簡
単
に
回
顧
す
る
こ
と
を
試
み
る
が
、
出
来
れ
ば
こ
の
学
問
の
基
本
性
格
や
位
置
づ
け
の
問
題
に

も
言
及
し
た
い
と
思
う
。
編
者
達
が
用
い
た
「
合
唱
」
の
比
鳴
を
借
り
れ
ば
、
宗
教
現
象
学
は
三
つ
の
声
部
に
大
別
で
き
る
。
発
生
頗
に
名
を
挙
げ
る
と
、

ま
ず
第
一
声

部
と
し
て
「
宗
教
の
本
質
的
現
象
学
」
が
起
こ
り
、
次
に
第
二
声
部
と
し
て
J
不
教
の
歴
史
的
1

類
型
論
的
現
象
学
」
が
加
わ
り
、
更
に
そ
こ
に
第
三
声
部
の
「
宗
教
の

実
存
約
i

解
釈
学
的
現
象
学
」
が
重
な
り
合
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
現
象
学
に
関
し
て
、
彼
ら
は
問
書
の
中
で
目
的
・
方
法
・
問
題
点
に
分
け
て
立
体
的
な
解
説
を
試
み

て
い
る
口
彼
ら
の
叙
述
に
却
し
て
、
宗
教
現
象
学
の
混
声
三
部
合
唱
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

第

与三

宗
教
現
象
学
の
三
つ
の
流
れ

第
一
節

宗
教
の
本
質
的
現
象
学

「
宗
教
の
本
質
的
現
象
学
」

2
2
2江
主
司

Z
H
5
5
2
0一c
君
。
同
月
色
一
m
Eコ)
を
代
表
す
る
学
者
は
、

オ
ッ
ト
!
と
シ
ェ
!
ラ

l

ア
白
山

xfFOE-)
で
あ
る
。
因
み

こ
の
名
称
は
シ
ェ

i
ラ
!
の
「
宗
教
の
本
質
現
象
学
」
(
任
命

JJ122ω
℃
亙
コ

0
5
2
0一cmぽ
心
R
H
N
O
一一
m
gコ)
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
等
以
外
に
も
、
同
室
田

に
論
文
の
一
部
が
抄
録
さ
れ
た
ア
ー
ル

(ヨコ一一
U
E
何
2
・Z
)
、
セ
キ
ダ
(
日
ハ
m
H
Z

己
主
印
。
一
己
(
古
)
、

ク
ラ
イ
ス
ト

ハい
mw
叶

C
一
勺
わ
町
ユ
ω
門
)
、
デ
ュ
プ
レ

円
、

C
C
2
D
C七
円
の
)
が

こ
の
種
の
現
象
学
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
の
本
質
的
現
象
学
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
目
的
は
、
「
宗
教
的
意
識
に
特
有
の
体
験
や
概
念
を
記
述
し
分
析
す
る
こ

と
」
(
何

ω・
∞
)

で
あ
る
。
信
仰
者
の
宗
教
的
意
識
は
、

日
常
の
世
俗
的
な
意
識
と
は
異
質
な
独
自
の
意
識
様
態
で
あ
る
故
に
、
本
質
論
者
の
関
心
は
信
仰
者
に
固
有
の
理

解
や
感
情
や
動
機
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
注
が
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
宗
教
的
意
識
の
究
明
」
と
い
う
共
通
自
的
の
他
に
、
実
は
別
の
隠
さ
れ
た
議
題
を
そ
れ
ぞ
れ
所



有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ヌ
ミ
ノ

i
ゼ
の
意
識
に
つ
い
て
の
オ
ッ
ト

l
の
分
析
の
背
後
に
は
、
宗
教
体
験
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観
念

シ
ェ

i
ラ

i
の
場
合
に
は
、
厳
密
な
仕
方
で
新
た
な
宗
教
学
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
意
思
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

故
に
、
本
質
論
者
が
追
求
す
る
現
象
学
的
自
的
と
そ
の
研
究
の
成
果
を
適
用
す
る
一
層
広
汎
な
非
現
象
学
的
な
規
範
的
目
的
と
を
識
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
持
者

を
深
め
よ
う
と
す
る
神
学
的
目
的
が
窺
え
る
し
、

を
区
別
す
る
こ
と
で
、
我
々
は
本
質
的
現
象
学
の
研
究
が
相
対
的
に
(
絶
対
的
に
で
は
な
く
)
統
一
さ
れ
た
完
全
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
至
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
記
述
的
な
目
的
や
方
法
が
研
究
者
の
隠
れ
た
意
図
に
よ
っ
て
影
響
を
被
る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
潜
在
的
問
題
に
対
し
て
盤
自
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
質
論
者
は
「
宗
教
的
意
識
の
究
明
」
と
い
う
目
的
を
共
有
す
る
と
共
に
、
宗
教
的
意
識
に
対
す
る
洞
察
を
獲
得
す
る
方
法
と
し
て
「
現
象
学
的
態
度
」
を
採
用
す
る

ア
ッ
サ

l
ル
の
企
図
に
、
基
本
的
に
同
意
す
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
彼
ら
は
宗
教
的
意
識
は
何
も
の
か
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
り
、
能
動
的
な
主
観
の
極
(
ノ
エ
シ
ス
)

と
対
象
の
極
(
ノ
エ
マ
)

の
相
関
を
含
ん
だ
両
極
的
な
仕
方
で
構
造
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、

ま
た
宗
教
的
意
識
を
導
く
宗
教
そ
の
も
の
の
真
実
性
や
宗
教
的
意
識
の
対

象
の
実
在
性
等
々
に
関
す
る
判
断
を
括
弧
に
入
れ
る
エ
ポ
ケ

i

(
判
断
停
止
)

の
正
当
性
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
彼
ら
は
、
宗
教
的
意
識
の
内
容
に
接
近
す
る
際

に
、
感
情
移
入
と
い
う
共
感
的
な
方
法
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
意
識
内
で
信
仰
者
の
宗
教
的
意
識
を
追
体
験
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
認
め
る
と
共
に
、
他
者
に
宗
教
的
意

識
の
諸
契
機
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
喚
起
的
な
記
述
を
行
な
う
こ
と
の
重
要
性
を
も
認
め
て
い
る
。

同
書
に
抄
録
さ
れ
た
ア
ー
ル
の
論
文
か
ら
引
用
す
れ
ば
、
「
・
・
・
私
は
そ
こ
か
ら
次
の
こ
と
の
み
を
用
い
る
こ
と
に
し
よ
う
。
郎
ち
、

そ
う
し
た
経
験
が
経
験
者
に
自

ら
を
顕
わ
に
す
る
通
り
に
経
験
に
つ
い
て
根
本
的
に
反
省
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
う
し
た
経
験
の
構
造
と
内
容
が
如
何
な
る
も
の
か
を
明
確
に
区
別

し
よ
う
と
す
る
努
力
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
前
提
を
持
た
ず
に
自
ら
自
身
を
反
省
す
る
心
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
反
省
は
、
徹
頭
徹
尾
、
現
実
の
本
質
や
自
我
経
験
の
本

質
や
そ
の
経
験
自
体
に
外
在
的
な
源
泉
か
ら
汲
み
取
ら
れ
た
諸
概
念
を
最
初
か
ら
前
提
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
顕
わ
に
な
る
ま
ま
の
経
験
に
自
ら
自
身
を
限
定
し
よ
う
と

す
る
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、

そ
う
し
た
現
象
学
的
反
省
は
、
如
何
な
る
論
理
学
的
生
物
学
的
自
然
科
学
的
或
い
は
哲
学
的
な
前
提
か
ら
も
出
発
し
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と

の
全
て
は
、
括
弧
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

0

・
・
・
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
現
象
学
は
、
如
何
な
る
経
験
で
あ
れ
凡
そ
経
験
の
現
象
を
、
反
省
す
る
心
に
そ
れ
が
正

に
顕
わ
に
な
る
通
り
に
、
自
己
自
身
に
明
ら
か
に
さ
せ
る
試
み
に
地
な
ら
な
い
。
」
(
開

ω・
50)

ア
!
ル
は
宗
教
の
真
理
や
価
値
や
実
在
に
関
し
て
歪
曲
を
も
た
ら
す
一
切
の
仮
定
を
括
弧
に
入
れ
て
、

上
述
の
意
識
に
現
れ
る
よ
う
な
宗
教
的
意
識
の
現
象
に
焦
点
を

合
わ
せ
な
が
ら
、

そ
の
方
法
を
「
現
象
学
的
態
度
」
の
採
用
を
含
む
も
の
と
見
て
お
り
、

ま
た
宗
教
的
経
験
の
構
造
や
内
容
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
た
め
に
、
彼
は
想
像

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

的
共
感
的
な
再
現
、
乃
至
は
追
体
験
の
技
法
を
自
分
の
意
識
の
内
に
採
り
入
れ
て
い
る
。

さ
て
、

以
上
の
よ
う
な

J
示
教
の
本
質
的
現
象
学
L

に
対
し
て
は
、
幾
つ
か
の
間
題
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
点
を
意
識
化
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
宗
教
の
本
質
的
現
象
学
が
一
方
で
或
る
種
の
効
力
を
持
ち
つ
つ
、
他
方
で
何
ら
か
の
限
界
を
も
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
従
っ
て
他
の
声
部
が
発
展
し
て
き

た
理
由
を
、
我
々
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
六
つ
の
問
題
点
を
列
挙
す
れ
ば
、
第
一
に
現
象
学
の
記
述
的
分
析
的
な
目
的
と
結
果
が
隠
れ
た
議
題
(
即
ち
、

非
現
象
学
的
な
規
範
的
目
的
)

に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
価
値
中
立
の
立
場
に
あ
る
現
象
学
的
態
度
は
特
定
の
価
値
に
究
極
的
に
参

与
す
る
宗
教
現
象
を
公
正
に
扱
い
う
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
そ
の
現
象
学
的
態
度
が
意
識
の
自
己
自
身
へ
の
透
明
牲
を
素
朴
に
前
提
し
て
い
て
、
宗
教
的
志

向
や
動
機
(
そ
れ
ら
の
幾
つ
か
は
意
識
の
識
関
下
に
あ
ろ
う
)

を
構
成
す
る
要
因
に
つ
い
て
十
分
に
批
判
的
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
第
四
に
共
感
的
再

現
の
過
程
の
身
分
に
関
し
て
そ
の
本
質
的
性
格
や
認
識
論
的
価
値
が
媛
昧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
五
の
問
題
は
宗
教
的
意
識
の
静
態
的
本
質
に
対
す
る
強
調
に
は
反
歴

史
的
な
偏
見
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
最
後
の
第
六
の
問
題
は
人
間
の
意

J

識
の
棺
互
主
観
的
な
脈
絡
や
そ
の
具
体
的
性
質
を
認
識
し
損
な
っ
て
い
る

不
十
分
な
理
論
に
、
本
質
論
者
の
声
部
が
費
向
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
何

ω・
5
)
整
理
す
れ
ば
、
川
規
範
的
な
荷
重
(
門
戸
C
M
J
d
g
Z〈

Z
c足
一
口
問
)
、

ω超
然

た
る
客
観
性
(
己

2
R
y
o
c
c
c古
丘
一
三
ミ
)
、

ω意
識
の
透
明
性

2
3
H百
七
山
月
コ
ミ
え
の
O

コ
ωの一
055ωω)
、

ω共
感
的
な
再
現

(ωて
g
B与
さ
の
円

.
2
5
2
5
2門)、

ω反

歴
史
的
な
偏
見

(
g
z
s
E巳
O
吋
片
付
乙

E
S
)
、
山
間
不
十
分
な
意
識
理
論
(
き
一
コ
包

2
5
Z
5
8ミ
ミ

8
5
i
C
5
5
ω
ω
)
に
対
す
る
疑
惑
や
不
信
で
あ
る
。
何
れ
も
現
象

学
的
な
方
法
や
態
度
に
関
し
て
、
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
疑
問
点
、

乃
至
は
不
安
は
、
実
は
現
象
学
的
方
法
の
一
長
所
と
短
所
の
両
方
に
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
方
法
が
含
む
不
可
避
な
緊
張
関
係
の
認
識
が
、
他
の
宗
教
現
象
学
の
発
生
を
促
す
の
に
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
想
起
せ
ね
ば
な
る

ま
い
。
例
え
ば
、
「
超
然
た
る
客
観
性
し
ゃ
「
不
十
分
な
意
識
理
論
L

の
問
題
は
、
宗
教
の
実
存
的
現
象
学
の
声
部
を
支
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
し
、
「
規
範
的
な
荷
重
」
や

「
反
歴
史
的
な
偏
見
」
の
問
題
は
宗
教
の
歴
史
的
|
類
型
論
的
現
象
学
の
声
部
の
展
開
を
支
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
寸
意
識
の
透
明
性
」
の
問
題
は
、
解
釈
学
上
の

縮
問
疑
派
や
現
象
学
的
研
究
に
否
定
的
な
学
派
の
思
惑
通
り
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
に
も
係
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
反
対
意
見
は
、
本
質
論
者
の
声
部
が
宗
教
研
究
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
、

ま
た
現
に
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
の
で
あ
る
。



第
二
節

宗
教
の
歴
史
的
l
類
型
論
的
現
象
学

宗
教
現
象
学
の
第
二
声
部
は

ス
マ
ー
ト

Z
一口一山口

ω
B
R庁

)

に
よ
る
命
名
に
従
え
ば
、
「
。
示
教
の
歴
史
的
l

類
型
論
的
現
象
学
」
(
出
互
ミ
片
山
一
ー
凶

J

否
。
]cm
一
g
一

司

F
2
0
5
3
0一cmv、
0内日向。一一間一

O
H
H
)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
声
の
代
表
者
と
し
て
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
!
ウ
や
ス
マ

i
ト
、
更
に
は
ク
リ
ス
テ
ン
ゼ
ン
(
∞
月
号

日ハユ
ω門

mwコωσ
コ)

キ
タ
ガ
ワ

〕
守
内
・

5cmmw毛
色
、

エ
リ
ア

i
デ
(
三
一
円
の
め
山
何
一
一
包
め
)
等
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
宗
教
の
歴
史
的
i

類
型
論
的
現
象
学
者
に
共
通
し
た

目
的
は
、

J
示
教
的
な
~
伝
統
内
の
特
殊
な
生
の
形
態
を
質
的
な
仕
方
で
理
解
す
る
こ
と
L

(

何
ω
・
ピ
)
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
質
的
に
理
解
す
る
と
は
、
特
殊
な
宗
教
的
伝

統
の
信
仰
者
の
観
点
か
ら
、
教
義
的
信
念
や
儀
礼
の
損
習
や
行
為
法
則
等
の
諸
要
素
が
意
味
す
る
も
の
に
関
す
る
映
像
と
感
覚
を
回
復
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
歴
史

的

l
類
型
論
者
は
、
宗
教
的
参
与
者
の
観
点
か
ら
の
世
界
観
の
回
復
(
即
ち
、
質
的
な
理
解
)
を
通
し
て
の
み
、
宗
教
に
関
す
る
膨
大
な
資
料
に
対
し
て
の
一
層
適
切
な

把
握
と
、
宗
教
現
象
に
つ
い
て
の
質
的
区
分
(
類
型
化
)
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

彼
ら
に
共
通
の
も
う
一
つ
の
自
的
は
、
「
特
殊
な
伝
統
の
エ
!
ト
ス
や
世
界
餓
に
つ
い
て
の
歴
史
的
に
脈
絡
化
さ
れ
た
理
解
」
(
何
ω
-
N
印
)
で
あ
る
。
本
質
論
者
と
異
な
っ

て
、
歴
史
的

i
類
型
論
者
は
、

エ
i
ト
ス
や
世
界
観
が
特
定
の
時
の
断
面
に
お
い
て
如
何
に
現
れ
る
か
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
が
持
の
経
過
の
中
で
如
何
に
展
開
す
る
か
に

つ
い
て
動
態
的
な
映
像
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
諸
伝
統
簡
の
発
展
の
理
解
に
理
一
念
型
を
要
請
す
る
如
き
思
弁
的
企
て
に
お
い
て
は
、

し
ば
し
ば
発
達
と

未
発
達
、
或
い
は
高
等
と
下
等
を
区
別
す
る
進
化
論
的
図
式
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
故
に
、

そ
の
最
高
形
態
が
隠
れ
た
規
範
的
見
方
に
よ
っ
て
荷
重
さ
れ
支
配
さ
れ
る

傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
通
時
的
旦
つ
質
的
な
理
解
で
は
、
何
よ
り
も
特
殊
な
伝
統
自
体
の
内
的
発
展
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、
‘
参
与
者
の
自
己
理
解
に
お
い
て

生
じ
る
諸
変
化
を
顕
わ
に
す
る
時
間
的
に
構
造
化
さ
れ
た
仕
方
で
伝
統
的
な
生
の
形
態
に
つ
い
て
の
質
的
な
把
握
が
追
求
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

歴
史
的
l

類
型
論
者
は
宗
教
の
進
化
論
的
見
方
に
は
懐
疑
的
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
彼
ら
は
精
密
に
制
御
さ
れ
た
或
る
種
の
比
較
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
、

そ
の
活

動
は
「
或
る
伝
統
の
観
点
と
他
の
伝
統
の
観
点
と
の
体
系
的
比
較
」
(
開
ω
-
N
m
)
と
い
う
共
通
し
た
第
三
の
目
的
を
表
し
て
い
る
。

ク
リ
ス
テ
ン
ゼ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
現
象
学
は
、
歴
史
的
資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
の
・
・
・
自
己
存
続
的
な
意
味
に
対
す
る
深
き
、
洞
察
を
得
る
た
め
に
の
み
、
常
に
自
分
遠
の
信
仰
に
絶
対
的
な
価
値
を
帰
す
る

信
仰
者
自
身
の
観
念
を
理
解
す
る
た
め
に
の
み
、
比
較
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
」
(
何
印

N
S
或
る
伝
統
に
特
有
な
も
の
は
、
他
の
伝
統
に
特
有
な
も
の
と
の
比
較
を
経

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号

一一一



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

I[C] 

ず
し
て
は
本
当
に
は
確
認
さ
れ
え
な
い
。
こ
う
し
た
諸
宗
教
問
の
比
較
が
、
近
視
眼
的
な
研
究
を
回
避
さ
せ
、
或
る
伝
統
の
独
自
性
を
理
解
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
歴
史
的
l

類
型
論
者
は
、
比
較
と
い
う
呂
的
に
関
連
し
た
第
四
の
目
的
を
有
し
て
い
る
。

そ
れ
は
「
特
殊
な
宗
教
的
伝
統
に
共
通
の
〈
普
遍
的
〉
或
い

は
少
な
く
と
も
〈
再
起
約
〉
特
性
、
郎
ち
諸
伝
統
に
共
有
さ
れ
た
諸
現
象
の
類
型
を
同
定
す
る
こ
と
L

で
あ
る
。
(
開

ω-N岱
)
こ
の
類
型
論
的
な
認
識
は
、

一
方
に
お
い
て

特
殊
な
伝
統
の
控
界
観
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
「
比
較
」
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
人
間
の
宗
教
的
本
性
、
或
い
は
世
界
内
存
在
の
人
間
的
実
存
が

持
つ
宗
教
性
に
関
し
て
教
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
宗
教
の
歴
史
的
l

類
型
論
的
現
象
学
は
、
質
的
な
理
解
(
雪
山
口

g
zぐめに門戸己
EaωE豆
一
コ
也
、
歴
史
的

感
受
性

(
Y
Z
C
1
2
Z
2
ω
一
円
一
〈
一
々
)
、
伝
統
間
の
比
較

(
2
5
B
ュωCコ
σぬけさ
2
ロ
守
主
主

CHdω)
、
類
型
論
(
門

3
0一O
肉
可
)

と
い
う
一
連
の
相
互
に
関
連
し
合
っ
た
自
的

を
有
し
て
い
る
。

本
質
論
者
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
歴
史
的
l

類
型
論
者
は
各
自
の
研
究
を
他
の
一
層
究
極
的
な
目
的
に
役
立
て
る
意
図
を
隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
習
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
彼
ら
は
一
層
究
極
的
な
議
題
を
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
俗
化
に
向
か
う
現
代
の
傾
向
刊
に
対
抗
し
て
、
宗
教
の
普
遍
的
構
造
や
様
式
を
顕

在
化
さ
せ
る
と
い
う
目
的
や
、
特
定
の
伝
統
へ
の
自
分
自
身
の
宗
教
的
委
託
の
運
動
を
進
め
る
と
い
う
神
学
的
な
議
題
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
と
す
れ
ば
、
自
分

自
身
の
伝
統
と
は
別
の
伝
統
に
対
し
て
過
小
評
価
や
割
引
き
が
結
果
と
し
て
生
じ
る
可
能
性
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
種
の
究
極
的
な
目
的
は
、
疎

速
な
伝
統
に
対
し
て
正
確
な
理
解
を
獲
得
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
は
む
し
ろ
諸
伝
統
に
関
す
る
可
能
な
眼
り
正
確
な
見
解
を
獲
得
す
る
こ
と

に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
認
さ
れ
た
呂
的
と
比
較
の
関
係
は
、

コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係
に
等
し
く
、
研
究
者
は
比
較
の
参
照
と
し
て
自
分
自
身
の
伝

統
を
用
い
る
際
に
、
単
に
自
分
の
研
究
対
象
の
み
な
ら
ず
、
出
国
分
の
伝
統
自
体
に
つ
い
て
も
深
い
理
解
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
関
連
し
合
っ
た
四
つ
の
目
的
は
、
こ
の
種
の
現
象
学
に
相
応
し
い
探
究
方
法
に
関
し
て
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
宗
教
的
伝
統
の
生
の
形
態
を
そ

の
伝
統
の
観
点
か
ら
「
実
的
に
理
解
す
る
」
と
い
う
自
的
は
、
感
情
移
入
的
な
理
解
(
め

5
B
5
2一のにコ己
2
・ω
g
E
E
m
)
や

エ
ポ
ケ

(80巳
品
、
真
理
や
価
値
に
対
す

る
判
断
中
止
)
や
喚
起
的
な
記
述

(
2
0
2己
f
d
己
2
2
f
z
g、
特
殊
な
世
界
観
の
経
験
の
仕
方
や
世
界
の
生
の
見
方
に
つ
い
て
の
感
覚
を
伝
え
る
こ
と
)

の
優
先
性
を

示
唆
す
る

D

ま
た
、
「
歴
史
的
な
感
受
性
と
脈
絡
化
」
の
呂
的
は
、
特
殊
な
伝
統
の
エ
!
ト
ス
と
世
界
観
に
つ
い
て
の
年
代
記
的
な
畏
開
を
示
す
た
め
に
、

そ
の
質
的
理
解

と
喚
起
的
記
述
を
時
間
的
に
構
造
化
す
る
こ
と

つ
ま
り
通
時
的
な
理
解

(
2
R
Y
H
d
巳
の
に
コ
号

E
S
E
E
m
)
の
優
先
性
を
示
唆
す
る
。
反
対
に
、
「
比
較
」
の
目
的
は
、

特
殊
な
歴
史
的
世
界
観
と
宗
教
的
意
味
の
世
界
に
つ
い
て
の
制
御
さ
れ
た
解
明
的
な
比
較
(
旦
己
立
母
立
く
め
の
0
3
E
ュω
O
コ)

の
段
階
を
示
唆
し
、
「
類
型
論
」
的
な
呂
的
は



そ
の
比
較
が
絶
え
ず
洗
練
さ
れ
た
類
型
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
使
用
に
頼
る
こ
と
を
示
唆
し
、

ま
た
一
切
の
宗
教
的
伝
統
の
普
遍
的
特
徴
を
構
成
す
る
宗
教
的
対
象
と
志
向

を
明
確
に
す
べ
く
特
殊
な
歴
史
的
伝
統
の
観
点
に
つ
い
て
の
解
明
的
な
伺
い

(。一三一念
t
z
E
Z
H
J
h
c
m
丘一
C

門
戸
)
の
段
階
を
示
唆
す
る
。
(
何
∞
・

8
)

こ
う
し
た
歴
史
的
|
類
型
論
的
現
象
学
の
方
法
の
六
つ
の
局
面
は
、
本
質
論
者
の
方
法
と
幾
つ
か
の
類
似
性
を
共
有
し
な
が
ら
、

そ
の
一
方
で
重
要
な
相
違
を
も
合
ん

で
い
る
。
類
似
点
と
し
て
は
、
感
情
移
入
や
エ
ポ
ケ
ー
や
喚
起
的
記
述
の
使
用
、
そ
し
て
普
遍
的
再
起
的
特
性
へ
の
関
心
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
相
違
点
と
し
て
は
、

歴
史
的
i

類
型
論
者
は
特
殊
な
世
界
観
に
対
す
る
通
時
的
な
理
解
と
解
明
的
な
比
較
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

震
静
態
的
で
あ
っ
て
、
資
料
の
体
系
的
な
比
較
に
関
心
を
示
さ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

そ
れ
に
比
し
て
本
質
論
者
の
方
法
は
よ
り
一

例
え
ば
、
感
清
移
入
的
な
理
解
に
関
し
て
は
、
本
質
論
者
が
宗
教
的
意
識
の
一
般
的
哲
学
的
な
解
明
へ
と
向
か
う
の
に
対
し
て
、
歴
史
的
|
類
型
論
者
は
共
感
的
な
追

体
験
と
資
料
へ
の
内
観
を
通
し
て
、
特
殊
な
宗
教
的
エ

i
ト
ス
や
世
界
観
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

つ
ま
り
、
経
験
的
資
料
と
の
絶
え
ざ
る
対
話
に
よ
っ
て
、

そ
の
質
的

な
理
解
に
自
覚
的
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
通
時
的
理
解
、
特
殊
な
伝
統
の
エ
ー
ト
ス
や
世
界
観
の
時
間
的
に
構
造
化
さ
れ
た
解
明
、
及
び
そ
の
エ
ー
ト
ス

や
世
界
観
の
諸
変
化
の
記
録
は
、
歴
史
的
類
型
論
的
な
方
法
に
と
っ
て
は
決
定
的
に
重
要
な
段
階
で
あ
る
が
、
本
質
論
者
の
方
法
で
は
そ
れ
ら
は
白
覚
的
な
仕
方
で
は

共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
歴
史
的
i

類
型
論
者
は
、
適
切
で
例
証
と
な
る
出
来
事
に
光
を
当
て
、
時
と
共
に
生
じ
る
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
歴
史
的
資
料
に
対
し
て
類

型
的
構
造
を
絶
え
ず
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

更
に
、
解
明
的
な
比
較
と
向
い
に
つ
い
て
言
え
ば
、

の
二
つ
の
宗
教
現
象
学
者
は
共
に
、
普
通
的
構
造
や
再
起
的
様
式
へ
の
関
心
を
共
有
し
て
い
る
が
、
本
質
論

者
は
宗
教
的
意
識
一
般
の
本
質
的
規
定
的
特
性
を
同
定
し
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
主
な
関
心
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
歴
史
的
|
類
型
論
者
は
特
定
の
伝
統
と
他
の
諸
伝
統
を

比
較
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、

そ
の
伝
統
が
持
つ
内
的
観
点
を
解
明
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、

そ
の
呂
的
達
成
の
た
め
に
、
比
較
を
補
助
す
る
方
法
と
し
て
類
型
論
的
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
る
。
解
明
的
な
向
い
は
、
次
の
二
つ
の
局
面
を
含
ん
で
い
る
。

一
つ
は
或
る
伝
統
の
中
で
働
い
て
い
る
宗
教
的
な
志
向
や
動
機
を
他
の
非
宗
教
的
な
志

向
や
動
機
か
ら
識
別
す
る
こ
と
に
関
わ
り
、
或
る
伝
統
の
エ
ー
ト
ス
や
世
界
観
が
含
む
複
雑
さ
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
こ
と
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
全
て

の
宗
教
的
伝
統
に
明
ら
か
な
普
遍
的
構
造
と
現
象
を
同
定
し
照
明
す
る
た
め
に
、
宗
教
的
な
動
機
を
更
に
明
確
化
す
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
教
の
歴
史
的
|
類
型
論
的
現
象
学
に
浴
び
せ
ら
れ
る
批
判
の
多
く
は
、
宗
教
の
本
質
的
現
象
学
へ
の
批
判
と
共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

次
の
五
つ
の
批
判
は
験
討
に
値
す
る
、
だ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
隠
さ
れ
た
規
範
的
な
議
題
が
記
述
や
比
較
の
結
果
を
歪
め
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

一
に
、
超
然
た
る
客

哲
学
・
忠
惣
論
集
第
十
九
号

二
五
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観
性
と
し
て
成
立
す
る
現
象
学
的
態
度
が
、
特
定
の
宗
教
的
価
値
と
結
び
つ
い
た
究
極
的
委
託
と
い
う
宗
教
現
象
を
公
正
に
扱
い
う
る
か
と
い
う
こ
と
。
第
一
一
一
に
、

そ
の

現
象
学
的
態
度
が
宗
教
的
動
機
や
志
向
や
活
動
に
含
ま
れ
た
非
宗
教
的
な
諸
要
因
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
。
第
四
は
、
共
感
的
な
追
体
験
に
基
づ
く
感

情
移
入
的
理
解
の
主
観
性
、
或
い
は
そ
の
認
識
論
的
疑
惑
に
関
わ
る
。

は
、
類
型
論
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
方
法
の
使
用
や
、
宗
教
の
普
通
的
構
造
へ
の
関
心
に
含
ま

れ
た
共
時
的
で
反
歴
史
的
な
一
偏
見
に
関
わ
っ
て
い
る
。
(
同

ωω
∞l
A
N
)

第
一
の
寸
規
範
的
議
題
L

に
関
し
て
は
、

そ
れ
が
歴
史
的
資
料
に
対
す
る
歪
ん
だ
「
レ
ン
ズ
」
を
構
成
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
歴
史
的
|
類
型
論
的
方
法
が
そ

の
種
の
偏
見
に
対
す
る
点
検
機
能
を
も
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
の
エ
ポ
ケ
!
に
結
び
つ
い
た
「
超
然
た
る
客
観
性
」

へ
の
批
判
に
対
し
て

は

エ
ポ
ケ

l
が
感
情
移
入
的
理
解
の
段
階
に
総
体
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
、

そ
の
批
判
は
見
損
な
う
か
割
り
引
い
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

お
C
7
G

。
エ
ポ
ケ
!
と
感
情
移
入
と
は
栴
互
に
作
用
し
合
っ
て
強
化
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
、
寸
超
然
た
る
客
観
性
」
は
共
感
的
追
体
験
と
は
何
ら
矛
盾
し
な
い
。
第

三
の
問
題
は
、
現
象
学
的
態
度
が
宗
教
的
生
の
形
態
に
影
響
を
与
え
て
い
る
箆
れ
た
非
宗
教
的
な
動
機
や
要
因
に
対
し
て
嫌
疑
を
か
け
る
の
が
不
十
分
に
見
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
象
学
者
は
、
宗
教
的
動
機
や
志
向
に
意
識
的
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
の
宗
教
的
「
対
象
」
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
多
く
の
宗
教
現
象
に
は
、
混
ざ
っ
た
動
機
が
作
用
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
は
っ
き
り
認

J

誠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
四
の
問
題
は
「
感
情
移
入
的
理
解
」
の
認
識

的
立
場
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
他
の
学
問
領
域
で
も
共
感
的
追
体
験
の
過
程
は
議
論
の
余
地
な
く
有
意
義
で
相
互
主
観
的
に
検
証
可
能
な
結
果
を
は
っ
き
り
と
産
み
出
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
証
明
の
義
務
は
、

む
し
ろ
逆
に
こ
の
方
法
論
的
手
続
き
の
批
判
者
の
方
に
移
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

っ
反
歴
史
的
偏
見
し
と
い
う
第
五
の
問
題
は
、
歴
史
的
脈
絡
や
展
開
の
特
性
に
関
心
を
持
つ
企
て
に
対
し
て
は
殆
ど
批
判
が
起
こ
り
そ
う
に
な
い
方
密
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
実
際
に
は
特
に
そ
の
比
較
的
解
明
と
問
い
の
段
階
に
関
し
て
し
ば
し
ば
非
難
が
浴
び
せ
ら
れ
る
。
比
較
的
解
明
と
向
い
は
、
特
殊
な
宗
教
的
伝
統
の
性
質
に

対
す
る
一
層
深
い
理
解
を
得
る
た
め
に
、
類
型
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
鍛
造
し
た
り
使
用
し
た
り
す
る
。
批
判
の
要
点
は
、

そ
の
類
型
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
静
態
的
で
不
当

に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
故
に
、
絶
え
ず
変
化
す
る
歴
史
的
資
料
に
適
用
さ
れ
る
場
合
、
結
局
は
そ
の
資
料
を
歪
曲
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
類
型
論

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
無
反
省
的
な
使
用
に
は
確
か
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
が
、

し
か
し
上
述
し
た
よ
う
に
、
歴
史
的
i

類
型
論
的
な
方
法
自
体
に
、

そ
う
し
た
危
険

に
対
す
る
有
意
味
な
点
検
機
能
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
殊
な
宗
教
的
伝
統
の
質
的
理
解
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
歴
史
的
|
類
型
論
者
に
と
っ
て
、
類
型
論
的

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
資
料
の
潜
勢
的
な
特
性
を
顕
わ
に
さ
せ
る
発
見
装
置
で
あ
り
、
要
は
彼
ら
が
比
較
に
よ
る
類
型
と
特
殊
な
資
料
と
の
慌
で
弁
証
法
的
に
往
来
し
つ
つ
研
究



し
、
満
足
す
べ
き
理
解
に
到
達
す
る
ま
で
絶
え
ず
自
分
達
の
理
解
を
訂
正
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

解
明
的
な
向
い
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
一
度
普
通
的
特
性
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
、
新
し
い
資
料
に
対
し
て
も
無
意
識
的
無
批
判
的
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が

あ
り
、
発
見
装
置
ほ
ど
に
は
疑
問
視
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

ま
た
同
時
に
こ
の
危
険

を
認
識
す
る
こ
と
は
、
人
間
的
実
存
の
宗
教
的
次
元
の
発
見
に
資
す
る
普
遍
的
特
性
を
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
る
一
つ
の
挑
戦
で
あ
り
、

そ
れ
は
危
険
を
回
避
す
る
可
能
性

を
構
成
す
る
も
の
と
も
言
え
る
、
だ
ろ
う
。

上
述
し
た
如
き
歴
史
的

l
類
型
論
的
現
象
学
が
抱
え
る
問
題
点
や
関
心
が
、
宗
教
現
象
学
の
内
外
に
お
い
て
他
の
方
法
論
的
な
声
部
の
決
意
を
引
き
起
こ
し
、

ま
た
そ

れ
を
強
化
す
る
の
に
役
立
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
「
静
態
的
な
類
型
論
」
や
「
不
十
分
な
嫌
疑
」
や
「
通
時
的
偏
見
」
等
は
、
宗
教
史
に
お
け
る
他
の

非
現
象
学
的
な
方
法
の
展
開
を
支
え
る
の
に
役
立
っ
て
き
た
し
、
「
超
然
た
る
客
観
性
」
の
問
題
点
は
、
「
不
可
避
な
文
化
的
偏
見
」
と
共
に
、
宗
教
の
実
存
的
|
解
釈
学

的
現
象
学
の
出
現
を
促
す
の
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

宗
教
の
実
存
的
i

解
釈
学
的
現
象
学

宗
教
現
象
学
に
お
け
る
最
後
の
第
三
声
部
は
、
リ
ク

l
ル

(EC一
月
片

0
2「
)
等
に
従
え
ば
、
寸
宗
教
の
実
存
的
|
解
釈
学
的
現
象
学
」
(
何
×

2
Z
2
5一
i
z
q
B
2
2門
片
山
一

日

)
7
2
d
O
H
M
s
-
m
ω

コ
c一
cmv「

C
同
月
め
一
一

m
一O
コ)
と
呼
ば
れ
う
る
。
こ
の
名
称
に
含
ま
れ
る
「
実
存
的
」
と
「
解
釈
学
的
」
は
明
確
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
の
意
味
の
結
合
は
、

宗
教
現
象
学
の
研
究
方
向
の
決
定
的
な
転
回
点
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。
「
実
存
的
」
と
は
、
世
界
内
に
存
在
す
る
人
間
の
経
験
の
構
造
や
諸
問
題
(
不
安
や
希
望
や
有
罪

性
や
気
遣
い
の
よ
う
な
特
殊
な
人
間
的
経
験
と
共
に
、
自
由
や
相
互
主
体
性
や
時
間
向
性
・
身
体
性
や
有
限
牲
や
死
の
よ
う
な
広
範
な
主
題
を
含
む
)

に
対
す
る
、
こ
の
声

の
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
「
解
釈
学
的
」
と
は
、
全
て
の
人
間
的
経
験
は
言
語
(
象
徴
体
系
)

に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
声
部
の
基
本
認
識

に
関
わ
る
。
従
っ
て
、

J
夫
存
的
」
と
「
解
釈
学
的
」
の
結
合
は
、

人
間
の
実
存
的
経
験
の
構
造
や
諸
問
題
を
一
一
一
一
口
語
的
表
現
の
解
釈
を
通
し
て
探
究
す
る
と
い
う
こ
と
に
焦

点
が
合
わ
さ
れ
た
接
近
法
を
要
求
す
る
と
い
う
認
識
を
暗
示
し
て
い
る
。

『
フ
ラ
ン
ス
百
科
事
典
』

の

J
夫
存
的
現
象
学
」
に
関
す
る
リ
ク
i

ル
の
記
述
で
最
も
重
要
な
見
解
は
、

そ
れ
が
根
本
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
企
留
で
あ
る
と
い
う
こ

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号
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と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、
実
存
的
現
象
学
は
人
間
的
実
存
の
哲
学
と
結
び
つ
い
た
規
範
的
目
的
(
例
え
ば
、

ー
¥
月
リ
↑
択
J
「
〉
了
U
3
A
b

、

i
ノ
凶
作
平
山
町
ク

J
G寸
i
ノ
印
刷
刊
4
1

人
間
的
実
存
に
対
す
る
超
経
験
的

次
元
の
岳
復
等
々
)
に
は
っ
き
り
と
自
覚
的
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
自
的
を
追
求
す
る
際
に
、

人
間
的
条
件
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
鍵
と
し
て
、

人
間
的
経
験
の
様
々
な
形
態
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
り
、

ま
た
逆
に
そ
の
目
的
の
追
求
が
実
存
的
現
象
学
の
明
確
に
異
な
っ
た
諸
々
の
ス
タ
イ
ル
を
産
み
出
す
こ
と
に
も

な
る
。実

存
的
現
象
学
者
に
お
け
る
こ
う
し
た
規
範
的
な
方
向
づ
け
に
対
す
る
積
極
的
な
関
か
れ
は
、
本
質
的
及
び
歴
史
的
j

類
型
論
的
な
現
象
学
者
の
姿
勢
と
は
強
い
対
照

を
な
し
て
い
る
。
前
者
が
規
範
的
実
存
的
目
的
を
公
然
と
掲
げ
て
そ
れ
を
積
極
的
に
追
求
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
琉
象
学
的
研
究
の
中
で
規
範
的
実
存
的
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
的
に
は
意
図
せ
ず
、

む
し
ろ
姿
料
に
対
す
る
偏
見
や
歪
曲
を
避
け
る
た
め
に
絶
え
ず
規
範
的
自
的
を
点
検
す
る
態
勢
に
あ
る
。

一
体
、
如
何
な
る
要
因
が
、
こ

の
よ
う
な
態
度
の
相
違
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
間
い
の
探
究
は
、
我
々
を
実
存
的
現
象
学
の
核
心
部
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。
実
存
的
現
象
学
に
共
通
の
洞
察
や
主
題
に
関
し
て
リ
ク
ー
ル
が
議
論
し
て
い
る
四
つ

に
二
つ
を
付
け
加
え
て
、
全
部
で
六
つ
の
有
力
な
主
題
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
即
ち
、
川
意
識
の
前
一
附
与
性
、

ω身
体
性
、

ω時
間
性
或
い
は
歴
史
性
、

ω相
互
主
体

性、

ω一
一
言
語
性
、
州
自
由
性
で
あ
る
。
(
何

ω・
品
。
)
こ
れ
ら
の
有
機
的
に
結
合
し
た
主
題
は
、
何
故
に
実
存
的
現
象
学
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
探
究
領
域
で
あ
る
か
を
解
明
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、

そ
れ
ら
の
主
題
は
世
界
内
に
存
在
す
る
人
間
の
実
存
的
方
向
づ
け
に
特
有
の
様
態
の
伺
定
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

J
示
教
の
実
存
的
i

解
釈
学
的
現
象
学
」
に
固
有
の
目
的
や
方
法
等
に
自
を
転
じ
て
み
よ
う
。

そ
こ
に
は
、
位
界
内
に
存
在
す
る
人
間
の
実
存
的
構
造
に
自

党
的
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
企
て
と
し
て
の
「
実
存
的
現
象
学
」
の
、
上
述
し
た
よ
う
な
根
本
的
洞
察
が
明
瞭
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、

そ
の
こ
と
は
第
三
声
部

が
実
存
的
現
象
学
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
人
間
的
実
存
の
哲
学
的
説
明
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
勿
論
な
く
、
第
三
声
部
に
特
有
の
自
的
や
方
法
論
的
関
心
も
確

か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
声
部
の
内
で
働
い
て
い
る
研
究
者
は
、
二
種
類
の
明
確
な
目
的
を
追
求
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
つ
は
記
述
的
!
解
釈
的
な

2
2
q
S
Z
5
1
E
Z「
買
え
ZO)

も
の
、

も
う
一
つ
は
存
在
論
的
探
究
的
な

(
C
E
C
一cm一
S
一E
2
1
2
8丘
一
〈
め
)
も
の
で
あ
る
。
記
述
的
|
解
釈
的
沼
的
と
は
「
聖
な
る
も
の
に
対
す
る
信
仰
者
(
ま
た
共
同

体
)

の
実
存
的
な
方
向
づ
け
に
接
近
し
て
、

そ
れ
を
記
述
し
分
析
す
る
こ
と
」
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
「
人
間
の
世
界
内
存
在
が
持
つ
根
本
的
な
実
存
的
構



造
(
前
所
与
の
世
界
、
身
体
性
i

空
間
性
、
時
間
性
、
棺
互
主
体
性
、

言
語
性
、

そ
し
て
自
由
)

の
、
そ
の

或
い
は
そ
れ
ら
)
特
有
の
経
験
的
表
現
や

理
解
と
い
う

観
点
か
ら
L

(

開

ω・
可
)
追
求
さ
れ
る
。
そ
の
目
的
の
主
要
な
関
心
は
、
世
界
内
の
経
験
に
つ
い
て
の
信
仰
者
(
ま
た
共
同
体
)
の
自
己
理
解
を
六
つ
の
根
本
的
な
実
存
的

構
造
が
与
え
る
枠
組
み
の
中
で
記
述
し
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
の
存
在
論
的
i

探
究
的
自
的
と
は
、
「
第
一
の
目
的
の
中
で
達
成
さ
れ
た
諸
発
見
を
受
け
取
っ

て
、
そ
れ
ら
が
よ
り
一
般
的
な
仕
方
で
人
間
の
実
存
や
人
間
の
条
件
に
つ
い
て
顕
わ
に
し
示
唆
し
含
意
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、

そ
れ
ら
を
問

〉つこレ」

(何

ω・
5
)
で
あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
内
で
の
人
照
的
実
存
に
宗
教
的
次
元
は
あ
る
の
か
と
か
、
聖
な
る
(
或
い
は
超
越
的
)
領
域
は
あ
る
の
か
、

も
し
あ
る
と

す
れ
ば
如
何
に
し
て
そ
れ
は
経
験
さ
れ
る
の
か
等
々
と
問
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
探
究
は
し
ば
し
ば
他
の
人
文
諸
科
学
の
知
見
と
の
対
話
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、

そ
こ
で
は
人
間
が
本
質
的
に
有
す
る
宗
教
性
へ
の
或
る
種
の
賭
が
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
現
象
学
は
合
理
的
に
統
一
さ
れ
た
探
究
方
法
も
共
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
便
宜
上
、
次
の
五
段
階
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
山
制
限
さ
れ
た
エ
ポ
ケ

l
(
E寸
O

己
怠
包
コ

30nym)
、

ω共
感
的
追
体
験

2
3
6
2
7
2庁
5
8
2
3
1
3の一円高)、

ω喚
起
的
記
述

(
2
0
2立
〈
め
(
貯
ω
の「
f
z
cコ)、

ω解
釈
的
な
向
い
(
一
三
号
胃

2
2
Z
E
q
g
m丘一
O
D
)
、

ω存
在
論
的
探
究

(020一om片山一

2
立
0
3己
(
)
ロ
)
で
あ
る
。
(
何
∞

-g)

制
限
さ
れ
た
エ
ポ
ケ
!
と
は
、
全
て
の
意
識
的
経
験
が
持
つ
不
可
避
な
前
所
与
的
な
実
存
的
構
造
を
除
い
て
、
真
理
や
価
値
や
委
託
と
い
う
事
柄
一
切
に
関
し
て
な
さ

エ
ポ
ケ
l

は
依
然
と
し
て
こ
の
声
部
の
方
法
の
中
で
働
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
前
所
与
的

な
実
存
的
構
造
(
身
体
性
や
時
間
性
や
相
互
主
体
性
等
)
が
全
て
の
意
識
的
経
験
を
制
限
し
或
い
は
方
向
づ
け
て
い
る
と
い
う
認
識
に
お
い
て
働
い
て
い
る
。

れ
る
判
断
の
一
時
的
な
括
弧
入
れ
、
或
い
は
停
止
と
い
う
概
念
構
成
で
あ
る
。

共
感
的
追
体
験
は
、
今
ま
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
て
き
た
も
の
だ
が
、
実
存
的
l

解
釈
学
的
理
解
に
お
い
て
は
、
或
る
決
定
的
な
転
回
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
転
回
が

生
じ
た
見
事
な
一
例
は
、

リ
ク
ー
ル
に
よ
る
患
の
宗
教
的
経
験
の
解
釈
の
中
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
リ
ク
ー
ル
は
、
悪
の
宗
教
的
体
験
が
罪
の
告
白
と
い
う
遂
行
的
言

語
の
内
に
具
体
化
さ
れ
る
仕
方
に
注
屈
す
る
。
彼
の
見
解
で
は
、

そ
の
告
白
の
一
一
一
一
口
語
以
外
に
悪
の
宗
教
的
体
験
に
接
近
す
る
道
は
な
い
。
研
究
者
は
信
仰
者
や
共
同
体
の

意
識
・
態
度
を
共
感
的
に
追
体
験
す
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
悪
の
告
白
を
共
感
的
に
蒋
告
白
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
そ
の
再
告
白
を
通
し
て
そ
の
言
述
の
中
に
表
現

さ
れ
た
動
機
や
志
向
や
感
情
を
再
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
告
白
の
言
葉
は
悪
が
自
発
的
に
最
も
顕
わ
に
な
っ
た
遂
行
的
言
語
で
あ
り
、

リ
ク

l
ル
は
言
語
牲
と
い
う
実
存
的
構
造
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
共
感
と
い
う
現
象
学
的
段
階
を
見
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
象
徴
的
な
言
語

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

喚
起
的
記
述
と
い
う
第
三
段
階
に
対
す
る
根
拠
は
、
他
の
宗
教
現
象
学
の
声
部
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
信
仰
者
や
共
同
体
の
基
本
的
な
宗
教
的
志
向
や
動

哲
学
・
忠
想
論
集
第
十
九
号

二
九



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

。

機
や
感
情
を
個
人
的
に
再
現
し
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
実
存
的

i
解
釈
学
者
は
読
者
の
側
で
の
実
存
的
な
関
与
を
促
す
た
め
に
、

一
貫
し
て

遂
行
約
一
一
一
口
語
を
採
用
し
て
信
者
の
遂
行
的
言
語
を
読
者
に
再
現
せ
し
め
よ
う
と
誘
う
点
で
、
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
勧
誘
的
比
較
の
成
功
に
対
す
る
研
究

者
の
賂
は
、
自
分
達
や
読
者
や
信
者
に
共
通
し
て
い
る
根
本
的
な
実
存
的
構
造
へ
の
洞
察
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

第
四
段
階
の
解
釈
的
な
向
い
は
、
我
々
を
実
存
的
i

解
釈
学
の
核
心
部
へ

そ
れ
は
忍
耐
と
感
受
性
と
予
断
な
き
開
か
れ
た
心
を
以
て

(
い
わ
ば
専
門
の
カ
ウ

ン
セ
ラ

i
や
精
神
療
法
家
の
役
割
と
類
似
し
た
態
度
で
)
行
な
う
寸
有
効
な
聴
取
」
や
、
他
者
の
根
本
的
な
志
向
や
動
機
、
世
界
に
対
す
る
他
者
の
根
本
的
な
理
解
を
顕

わ
に
さ
せ
る
た
め
に
行
な
う
穏
や
か
だ
が
批
判
的
な
「
探
針
に
よ
る
向
い
」
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
リ
ク
!
ル
の
理
解
で
は
、
信
仰
者
と
共
同
体
の
一
一
一
缶
詰
は
遂
行
的
で
あ

る
と
共
に
象
徴
的
で
も
あ
る
が
、

そ
う
し
た
象
徴
的
言
語
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
意
味
と
意
味
作
用
の
多
様
な
レ
ベ
ル
を
解
釈
す
る
よ
う
な
仕
方
で
探
り
針
を
入
れ
ね
ば

な
ら
な
い
口
こ
の
類
の
言
語
の
多
く
は
悪
の
起
源
に
関
す
る
物
語
の
中
に
椴
め
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
研
究
者
は
悪
(
或
い
は
、
宗
教
的
経
験
)

の
認
識
の
第
一
次
的
な

遂
行
的
l

象
徴
的
な
一
一
一
一
口
説
と
、
物
語
と
し
て
の
神
話
の
第
二
次
的
な
象
徴
的
|
劇
的
な
一
言
語
の
双
方
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
象
徴
的
一
言
語
の
勢
力
範
囲
に
想
い

到
る
時
、
意
味
の
宇
宙
的
存
在
論
的
で
詩
的
想
像
的
な
次
元
と
そ
の
使
用
を
も
考
察
の
視
野
の
中
に
入
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

以
上
の
よ
う
な
解
釈
的
な
向
い
に
よ
る
探
究
を
通
し
て
、
研
究
者
は
実
存
的
現
象
学
が
提
供
し
た
根
本
的
洞
察
(
身
体
性
、
時
間
向
性
、
相
互
主
体
性
等
)

に
導
か
れ
、

宗
教
的
意
識
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
実
存
的
立
場
と
自
己
理
解
す
る
存
在
の
輪
郭
線
と
複
雑
性
に
探
針
を
入
れ
る
た
め
に
そ
れ
ら
を
用
い
る
。

リ
ク

l
ル
の
場
合
、
実
存

的
構
造
が
持
つ
誘
導
の
機
能
を
完
全
に
自
覚
し
て
お
り
、
患
の
宗
教
的
経
験
に
対
す
る
自
分
の
探
究
が
、
「
西
洋
的
源
泉
」
、

よ
り
一
般
的
に
は
「
文
化
的
記
憶
L

(

そ
れ
自

体
が
笑
存
的
構
造
を
表
現
し
て
い
る
)

こ
市
ブ
つ

1
、

J
V
'早川叩

f
-
J
d

ま
た
導
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
的
な
間
い
の
段
階
は
、

一
体
何
処
に

向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
、
我
々
は
実
存
的
j

解
釈
学
的
な
方
法
の
最
終
段
階
で
あ
る
存
在
論
的
探
究
へ
と
導
か
れ
る
。
実
存
的
j

解
釈
学
者
は
、
自
ら
の
実
存
的
関
心
に
応
じ
て
様
々

な
研
究
領
域
を
切
り
開
く
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
の
実
存
的
構
造
に
対
す
る
関
心
に
加
え
て
、

そ
の
世
界
内
に
存
在
す
る
人
間
的
実
存
の
内
部
に
お
け
る
或
る
種
の
根
本
的

な
宗
教
的
志
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
賭
に
出
て
い
る
点
に
お
い
て
、
換
言
す
れ
ば
人
間
的
実
存
の
「
存
在
論
的
探
究
」
を
目
指
す
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

リ
ク

i
ル
は
悪
の
神
話
が
人
間
の
実
存
的
状
況
の
理
解
に
役
立
つ
と
い
う
賭
に
基
づ
い
て
、

の
神
話
を
存
在
論
的
探
究
的
な
仕
方
で
解
釈
す
る
段
階
へ
移
っ
て
い
る
。

こ
の
宗
教
現
象
学
の
第
三
戸
部
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
声
部
が
含
ん
で
い
る
諸
問
題
の
幾
つ
か
を
確
認
し
議
論
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、



こ
の
声
部
は
他
の
声
部
と
結
び
つ
い
た
諸
問
題
を
断
ち
切
る
か
、
或
い
は
緩
和
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
(
何

ω・
宅
)
例
え
ば
、
制
限
さ
れ
た
エ
ポ
ケ
ー
と
い
う
概
念
は
、
監

名
の
認
識
論
的
主
観
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
超
然
た
る
客
観
性
の
偏
見
的
な
結
果
に
対
す
る
批
判
を
決
定
的
な
仕
方
で
断
ち
切
る
よ
う
に
見
え
る
し
、
信
仰
者
や

共
同
体
が
共
有
す
る
実
存
的
構
造
を
前
提
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
宗
教
的
な
絶
対
他
者
か
ら
の
疎
外
と
い
う
問
題
を
避
け
て
い
る
。

ま
た
、
解
釈
的
な
問
い
の
段
階
は
、

他
の
学
問
の
諸
成
果
と
の
解
釈
学
的
対
話
に
お
い
て
、
本
質
論
者
の
声
部
と
結
び
つ
い
た
単
純
な
素
朴
性
に
対
す
る
批
判
を
緩
和
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
第
三
声
部

の
方
法
が
実
存
的
現
象
学
の
基
本
的
洞
察
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
方
法
と
結
び
つ
い
た
認
識
的
暖
昧
さ
に
対
す
る
非
難
を
断
ち
切
っ
て
、

共
感
的
再
現
を
根
拠
づ
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
は
、
時
間
向
性
の
実
存
的
構
造
へ
の
認
識
や
関
心
は
、

反
歴
史
的
な
偏
見
と
い
う
批
判
を
迎
え
撃
つ
よ
う
に
も
思
え

る
し
、
文
化
的
偏
見
に
対
す
る
批
判
さ
え
も
、
予
期
さ
れ
注
意
が
向
け
ら
れ
て
き
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
声
部
の
主
要
な
特
性
、
即
ち
人
間
的
実
存
が
含
む
宗
教
的
次
元
の
運
動
を
前
進
さ
せ
る
規
範
的
目
的
に
対
す
る
明
確
で
自
覚
的
な
奉
仕
が
、
我
々

に
様
々
な
疑
問
を
抱
か
せ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
世
界
内

る
人
間
の
実
存
に
関
し
て
公
平
な
見
方
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
こ
の

の
研
究
者
は
、
果
た
し
て

有
意
味
な
危
険
を
冒
す
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
実
存
的

l
解
釈
学
的
な
探
求
と
い
う
も
の
は
、
部
分
的
で
遠
近
法
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
探
求
の
焦
点
は

西
洋
の
文
化
的
宗
教
的
経
験
の
方
向
に
偏
っ
て
合
わ
さ
れ
て
い
る
し
、

ま
た
そ
の
規
範
的
目
的
(
し
ば
し
ば
キ
リ
ス
ト
教
的
神
学
的
で
あ
る
)

に
よ
っ
て
も
偏
向
を
示
し

て
い
る
。
だ
が
、
凡
そ
人
間
の
実
存
的
経
験
を
扱
う
際
に
は
、
全
て
の
見
方
は
部
分
的
で
遠
近
法
的
で
偏
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
不
可
避
な
事
態
で
あ
る
。

我
々
は
こ
う
し
た
部
分
性
を
認
識
し
つ
つ
、

そ
の
拘
束
の
中
で
研
究
す
る
よ
う
に
努
め
る
な
ら
ば
、
次
第
に
適
切
と
な
る
見
方
に
到
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

」
の
弁
証
法
的
な
矯
正
過
粧
の
一
例
は

に
抄
録
さ
れ
た
キ
ャ
口
ラ
イ
ン
・
パ
イ
ナ
ム

(
h
E
a
O
一一コ
O
J
ξ
.

出可コ
g
d
d
)

の
論
文
で
あ
る
。

そ
の
白
的
は
、
女
性
の
宗
教

的
経
験
の
見
方
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
の
宗
教
的
経
験
に
合
わ
せ
ら
れ
た
宗
教
現
象
学
の
焦
点
を
矯
正
す
る
こ
と
に
あ
る
。
(
開
ω
M
O
m
-
M
吋

M
)

か
く
し
て
、

宗
教
の
実
存
的
i

解
釈
学
的
現
象
学
に
関
し
て
は
、
特
に
そ
の
強
力
な
規
範
的
方
向
づ
け
へ
の
持
続
的
関
心
と
い
う
こ
と
か
ら
、

一
方
に
お
い
て
機
々
な
問
題
点
も
指
摘

さ
れ
う
る
わ
け
だ
が
、

そ
れ
は
ま
た
他
方
に
お
い
て
他
の
戸
部
の
宗
教
現
象
学
的
企
図
を
裏
側
か
ら
支
え
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
我
々
は
ト
ゥ
イ
ス
と
コ
ン
ザ

l
共
編

な
る
も
の
の
経
験
い
に
お
り
る
序
説
の
論
述
に
ほ
ぼ
従
い
な
が
ら
、
宗
教
現
象
学
の
諸
潮
流
の
中
の
主
要
な
三
つ
の

流
れ
に
絞
っ
て

そ
の
目
的
と
方
法
と
問
題
点
を
概
観
し
て
き
た
。

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
三
つ
の
流
れ
の
他
に
も
、

フ
ッ
サ

i
ル
現
象
学
を
直
接
の

哲
学
・
忠
惣
論
集
第
ト
九
号



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

源
泉
と
し
た
超
越
論
的
な
流
れ
や
、
倫
理
学
的
な
流
れ

(
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
)
、
或
い
は
脱
構
築
的
な
流
れ

(
1
~
 

(
デ
リ
ダ
)
等
も
見
出
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

宗
教
現
象
学
の
三
つ
の
流
れ
の
特
徴
を
改
め
て
明
確
化
す
る
た
め
に
、
「
研
究
主
体
の
自
己
規
定
L

と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
何
れ
の

立
場
に
お
い
て
も
、
研
究
対
象
は
宗
教
現
象
で
あ
り
、

そ
れ
に
関
与
す
る
宗
教
的
な
人
間

3
0
5
0
5一一位。∞に
ω)

で
あ
る
。

J
示
教
の
本
質
的
現
象
学
」
に
お
け
る
研
究
者

の
理
想
像
は
、
諸
事
象
の
背
後
に
秘
め
ら
れ
た
本
質
を
直
観
的
に
洞
察
し
う
る
人
問
、
即
ち
勝
義
の
寸
知
慧
あ
る
人
間
」

(
y
o
コ
J
0
8立
gω)
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
諸
事

象
の
内
的
本
健
一
・
形
相
を
捉
え
る
神
的
で
透
明
な
「
観
照
」
の
事
実
上
の
可
能
性
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
神
的
観
慌
の
立
場
は
、
諸
事
象
の
彼
方
に
あ
る
超
時
間
的

で
超
歴
史
的
な
普
遍
的
本
質
を
認
識
的
に
志
向
す
る
傾
向
が
優
勢
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
登
場
し
た
J
示
教
の
歴
史
的
|
類
型
論
的
現
象
学
し
で
は
、
歴
史
的
特
殊
性
を
帯
び
た
諸
々
の
事
象
が
そ
の
個
性
に
お
い
て
記
述
・
分
析
さ
れ
、
結
果
と

し
て
膨
大
な
資
料
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
未
整
理
の
資
料
の
山
で
し
か
な
く
、

そ
こ
か
ら
共
通
要
素
を
抽
出
し
分
類
し
て
、
比
較
と
類

型
に
よ
る
把
握
が
追
求
さ
れ
る
。
類
型
と
は
混
沌
た
る
現
象
が
内
含
す
る
分
節
を
取
り
出
す
た
め
の
人
工
の
道
具
で
あ
り
、

そ
れ
は
現
象
と
の
比
較
や
照
合
の
作
業
を
通

し
て
次
第
に
彫
琢
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
現
象
学
者
の
一
つ
の
典
型
的
な
人
間
像
は
、
道
具
を
制
作
し
使
用
す
る
人
間
、

部
ち
素
材
に
形
梢
を
与
え
る
こ
と
で
成
立

す
る
「
制
作
」

に
従
事
す
る
「
工
作
す
る
人
間
」

(
7
0
5
0
F
Z「)
で
あ
る
。
こ
こ
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
実
的
事
象
・
資
料
と
思
考
的
構
成
物
(
類
型
)

の
間
で

の
照
合
や
調
整
を
行
な
い
う
る
職
人
的
な
技
能
で
あ
る
。

ま
た
、
研
究
主
体
の
人
間
自
身
の
有
限
な
立
場
が
最
も
徹
底
的
に
反
省
さ
れ
た
の
は
、

J
T殺
の
実
存
的
i

解
釈
学
的
現
象
学
L

に
お
い
て
で
あ
る
。
人
間
は
も
は
や
神

的
観
照
を
持
ち
え
な
い
寸
死
す
べ
き
人
間
」

(
}
5
5
0
5
2・5
一一
ω)

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

言
語
を
媒
介
に
し
て
の
み
世
界
や
自
己
を
認
識
し
う
る
「
一
言
葉
を
話
す
人
間
」

(
}
5
5
0
一0
2
5コω)
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
的
実
存
の
有
限
性
と
認
識
の
言
語
媒
介
性
に
対
す
る
自
覚
と
規
範
的
方
向
づ
け
(
疎
外
の
克
服
、
実
存
の
超
経
験
的
次

元
の
回
復
等
)

に
対
す
る
持
続
的
な
関
心
に
基
づ
い
て
、
こ
の
現
象
学
は
出
発
し
て
お
り
、
人
間
的
実
存
が
持
つ
宗
教
性
の
認
識
「
行
為
し
そ
れ
自
体
が
、
目
的
に
奉
仕

す
る
手
段
と
し
て
の

1

制
作
」
と
は
違
っ
て
、
自
己
目
的
的
性
格
を
判
明
び
て
い
る
。



>-

i二1
'"、題!可法方的円

口

宗教現象学の流れ

(研究主体の自己規定)

規範的荷重

超然たる客観↑

現象学的態度

(共感・エポケ-. 

喚起的記述)

宗教的意識の解明宗教の本質的現象学

(b0111p sapiens) 

意識の自己透明性

共感の認識論的価値

反歴史的な偏見

不十分な意識理論

規範的議題

超然たる答:jJi¥H生

現象学的態度の批判性

共感の認識論的価値

反歴史的な偏見

(共!惑・エポケー・

喚起1[1守記述)

通H寺的理解

解明的比11安

現象学的態度質的理解

歴史的脈絡化

宗教の歴史的

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号

類型論的現象学

{木系的比較

類型化

(h01110 faber) 

解明的な|習い

実存哲学と結びついた規範的目的(疎外の克服等)に奉仕する

ょう方向づけられた企図。その主題は、意識の前所与性・身体

性・時間性・相互主体性・言語性・自由性。

実存的現象学

制限されたエポケー

共感約追体験

喚起的記述

記述的-

解釈的目的

宗教の実存的

解釈学的現象学 (上記の批判の緩和)

(h01110 mortalis) 

西洋の文化的宗教的経解釈的な!日jい存在論的-

探究的目的

(1101110 loquens) 

忠実への偏向存在論的探究

第
二
章

宗
教
現
象
学
の
学
問
的
な
基
本
性
格

信
m
一

什

閉

山

宗
教
現
象
学
の
位
置
づ
け

宗
教
現
象
学
の
現
状
と
は
、
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

さ
て

こ
こ
で
我
々
は
二
つ
の
道
の
う
ち
一
つ
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
は
現
状
分
析
か
ら
宗
教
現
象
学
の
未
来
を
予
測
す
る
道
で
あ
り

今
一
つ
は
宗
教
現
象
学
の
過
去
に
逝
っ
て
創
成
期
の
研
究
者
の
基
本

発
想
を
把
握
す
る
道
で
あ
る
。
我
々
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
動
向
を

占
う
よ
り
も
、
出
発
点
の
根
本
理
念
を
確
認
す
る
方
が
先
決
問
題
で

あ
る
。

そ
う
し
た
確
認
作
業
を
行
な
う
こ
と
で
、
宗
教
現
象
学
の
流

動
的
展
開
を
捉
え
る
の
に
有
効
な
足
場
を
築
く
こ
と
も
可
能
と
な
る

だ
ろ
う
。
従
っ
て
次
に
、
本
格
的
な
宗
教
現
象
学
を
最
初
に
構
想
し

た
と
言
え
る
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ゥ
ー
ー
ー
第
二
の
流
れ
に
属
す
る

研
究
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
|
|
に
立
ち
帰
っ
て
、
宗
教

現
象
学
の
根
本
理
念
と
、
学
問
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
基
本
性
格
を

巡
っ
て
多
少
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
が
、
紙
幅
の
関
係

詳
綿
な
議
論
は
で
き
な
い
。

宗
教
現
象
学
の
学
問
的
な
位
援
づ
け
に
関
し
て
は

以
下
の
圏
表

を
便
宜
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
議
論
を
単
純
化
す
る
こ
と

一一一
一



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
指

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

|庄l

そ
れ
は
宗
教
学
の
領
域
産
分
に
従
来
使
わ
れ
て
来
た
概
念
を
組
み
合
わ
せ
た
図
表
、

即
ち
「
記
述
i
規
範
」
(
或
い
は
、
「
事
実
i
価
値
」
)
の
垂

直
軸
に
「
普
遍
i

特
殊
」
(
或
い
は
、
「
体
系
1

歴
史
」
)
の
水
平
軌
を
交
差
さ
せ
た
図
表
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
翻
の
宗
教
学
(
牢
一
一
位
。
コ
ω
三
ω
ω
2
ω
与
え
け
)
は
、
概
ね
川
J

仲

の
緊
張
関

の
宗
教
学
(
一
J

一ω汁

O

ミ
o
h
z
z
E
Cコ
ω)

は、

係
と
し
て
成
立
す
る
も
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
体
系
的
把
握
と
一
歴
史
的
記
述
と
の
相
互
関
係
に
対
す
る
洞
察
は
、
宗
教
史
家
ペ
ッ
タ
ツ
ォ

j
ニ
に

よ
る
両
研
究
の
棺
互
媒
介
の
必
要
性
の
強
調
や
、

学
か
ら
独
立
し
て
凶

ωω
を
含
ん
だ
も
の
を
指
し

一
般
的
に
は
体
系
と
歴
史
と
い
う
両
極

(ωと
凶
)

エ
リ
ア

i
デ
に
よ
る
寸
形
態
学
L

樹
立
の
努
力
等
を
通
し
て
次
第
に
深
め
ら
れ
て
き
た
事
柄
で
あ
る
。

;

!

j

 

ま
た
、
競
錠
と

(2) 
(3) 

の
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ
は
現
実
に
は
「
宗
教
現
象

学
¥
或
い
は
「
宗
教
哲
学
」
の
一
部
に
見
ら
れ
る
学
問
的
態
度
や
方
向
性
と
重
な
り
合
う
所
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

記
述
の
双
方
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
宗
教
現
象
の
本
質
構
造
を
究
明
し
よ
う
と
す

特殊
(歴史)

規範

宗教哲学 |神学
(2) I (1) 

(4) 
宗教史

:並.~B
i三Iよ巴i

(体系) (3) 
狭義の宗教学

記述

〔宗教学の区分〕

最広義の宗教学:(1)(2)(3)(4) 

広義の宗教学:(2)(3)(4)又は(2)(3)

そ
れ
で
は
、
よ
一
小
教
現
象
学
L

は
上
掲
の
領
域
区
分
の
何
処
に
位
一
置
を
占
め
る
だ
ろ
う
か
。

フ
ァ
ン
・

デ
ル
・
レ

i
ウ
は
、
今
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
神
学
者
・
エ
ジ
プ
ト
学
者
で
あ
り
、

ま
た
宗
教
現
象
学

を
本
格
的
に
構
想
し
た
宗
教
学
者
で
あ
る
。
彼
は
著
書
J
示
教
現
象
学
入
門
』

(EN印
J

宗教学:(3)(4) 

狭義の宗教学:(3)又は(4)

オ
ラ
ン
ダ
語
版

し
て
の
宗
教
現
象
学
の
基
本
性
格
に
関
し
て
、
「
一
方
で
は
体
系
的
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
点
で
歴
史
と
一
註
服
さ
れ
る
が
、
他
方
で
は
何
ら
規
範
的
な
性
格
を
持
た
」
〔
翻
訳
者
、
傍

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
規
定
を
文
字
通
り
に
受
け
取
れ
ば
、
上
掲
の
図
の
中
で
は
、

ω狭
義

は
H
C
N
品
)
の
中
で
、

の
宗
教
学
と
同
じ
場
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
が
宗

教
現
象
学
の
方
法
論
を
詳
述
し
た
『
宗
教
現
象
学
』

の
「
付
論
」
を
通
覧
す
れ
ば
、
彼
の
現
象
学
的
な

記
述
の
根
底
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
旋
律
が
鳴
り
響
い
て
い
る
の
が
聴
き
取
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

そ
れ
(
理
解
)
は
愛
す
る
者
の
愛
さ
れ
る
対
象
へ
の
愛
し
い
凝
視
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

一
切
の
理
解
は
献
身
的
な
愛
に
休
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
」
〔
括
弧
内
は
筆
者
補
足
〕
と
か
、
「
愛
す
る
こ

と
の
な
い
者
に
は
、
何
一
つ
顕
わ
に
は
な
ら
な
い
。
」
等
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
現
象
学
に
対
す
る
神

「
反
対
に
、

学
の
優
位
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

む
し
ろ
彼
の
宗
教
現
象
学
の
構
想
を
貫
い
て
い
る
現
実
的
な
企
図
は
、
川
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と

ω宗
教
史
の
聞
の
架
橋
で
は



な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
宗
教
現
象
学
は
宗
教
哲
学
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
一
つ
の
準
備
段
階
と
見
倣
さ
れ
る
で
は
あ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
、
宗

(
り
)

教
現
象
学
は
体
系
的
で
あ
り
、
宗
教
史
の
個
別
諸
科
学
と
哲
学
的
省
察
と
の
間
の
架
橋
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
。
」
と
い
う
、
ワ
ッ
ハ
の
見
解
を
踏
襲
し
た
一
一
言
葉
の
よ
う

に
、
宗
教
現
象
学
の
位
置
を
凶
宗
教
史
と
間
宗
教
哲
学
の
関
を
橋
渡
し
す
る
も
の
と
捉
え
た
箆
所
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
、

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
に
よ

る
宗
教
現
象
学
の
位
置
づ
け
は
確
定
し
て
い
な
い
。
上
掲
図
と
の
関
連
で
言
え
ば
、

そ
れ
は

ω狭
義
の
宗
教
学
と
同
じ
位
置
、
山
神
学
と

ω宗
教
史
の
問
、

ω宗
教
哲
学

と
凶
宗
教
史
の
問
、
等
の
如
く
に
揺
れ
動
い
て
い
る
。

」
の
位
置
づ
け
を
巡
る
動
揺
は

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
の
側
の
非
と
し
て
責
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
発
展
途
上
の
宗
教
現
象
学
が
背
負
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
問
題
と
解
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

i
ウ
に
よ
る
位
置
づ
け
は
、

ω狭
義
の
宗
教
学
と
の
同
定
の
場
合
を
除
い
て
、
何
れ
も
規
範
と
記

述
、
或
い
は
価
値
と
事
実
の
間
に
あ
る
断
絶
に
跨
が
っ
て
い
る
。

ω神
学
と

ω宗
教
史
の
間
の
断
絶
は
深
刻
な
も
の
に
相
違
な
い
が
、

ω神
学
の
立
場
か
ら
の

ω宗
教
史

へ
の
架
橋
は
、
何
れ
も
特
殊
的
な
も
の
に
関
与
す
る
故
に
、
歴
史
的
特
殊
性
の
絶
対
化
を
通
し
て
比
較
的
容
易
に
実
現
で
き
る
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
特
殊
の

絶
対
化
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
の
が
、
間
宗
教
哲
学
か
ら
の
凶
宗
教
史
へ
の
架
橋
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
普
通
的
反
省
と
体
系
的
構
造
へ
の
関
心
の
具
体
化

に
よ
っ
て
成
立
す
る
架
橋
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
規
範
的
特
殊
的
な
も
の

ネl哲

学

と
記
述
的
歴
史
的
な
も
の

宗
教
史

を
短
絡
さ
せ
る
の
で
は
な
く

一
旦
は
神
学
の

特
殊
性
を
否
定
的
に
媒
介
す
る

ω宗
教
哲
学
の
立
場
に
立
ち
、

そ
こ
か
ら
宗
教
史
を
捉
え
返
す
の
で
あ
る
。

そ
の
方
向
を
逆
転
さ
せ
て
記
述
の
立
場
(
即
ち

ω宗
教
史
)

か
ら

ω宗
教
哲
学
へ
の
橋
渡
し
を
試
み
る
時
に
は
、
そ
の
両
者
の
間
に
あ
る

ω狭
義
の
宗
教
学
こ
そ
が
、
立
脚
す
べ
き
学
問
的
地
平
と
な
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、

こ
う
し
た

ω狭
義
の
宗
教
学
と
の
同
定
の
場
合
で
さ
え
、

子
細
に
検
討
す
れ
ば
、
事
実
の
記
述
が
単
な
る
一
記
述
に
終
始
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
先
行
判
断
を
暗

黙
控
に
含
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
我
々
は
宗
教
現
象
学
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、

そ
れ
が
「
記
述
の
学
」
と
「
規
範
の
学
」
の
間
に

あ
る
こ
と
を
、
未
成
熟
な
学
問
の
証
と
見
倣
す
の
で
は
な
く
、
逆
に
む
し
ろ
そ
こ
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
宗
教
現
象
学
は
、
他
の
宗

教
学
関
連
の
諸
学
が
昭
隠
し
て
い
る
「
記
述
の
学
」
と
「
規
範
の
学
」
と
の
連
携
や
相
互
媒
介
を
、

む
し
ろ
自
己
の
学
問
の
間
有
性
と
し
て
持
っ
て
い
る
。
前
章
で
触
れ
た

リ
ク

i
ル
等
に
よ
る

J
不
教
の
実
存
的

i
解
釈
学
的
現
象
学
」
の
戦
術
や
展
望
は
、

そ
の
こ
と
を
積
観
的
に
表
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
宗
教
現
象
学
の
学
問
と
し
て
の
基
本
性
格
は
、
こ
の
学
問
の
対
象
領
域
に
つ
い
て
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
の
見
解
の
内
に
も
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
現
象
学
は
客
観
的
事
実
と
主
観
的
評
価
と
の
中
間
の
第
三
の
も
の
、
即
ち
諸
現
象
の
意
義
、
意
味
の
検
出
を
求
め
る
。
諸
現
象
の
実
在
性
と
か
、
永
続
的
乃
至
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宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

二
六

(
け
)

は
利
那
的
価
値
と
か
は
、
現
象
学
の
連
関
の
中
で
は
何
ら
の
役
割
も
果
た
さ
な
い
。
現
象
学
は
た
だ
意
味
を
問
う
の
み
で
あ
る
。
」
別
の
表
現
を
使
え
ば
、

フ
ァ
ン
・
一
ア

ωENM) 

ル
・
レ

i
ウ
は
、
現
象
学
を
「
事
実
の
客
観
性
L

と
「
体
験
の
主
観
性
」
の
中
間
に
あ
る
「
理
解
可
能
性
」
(
己
古
〈
2
.
E山三一一
n
y
一応ごい)

を
扱
う
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
。

の
領
域
、
即
ち
ょ
思
味
L

(

号吋

と
い
う
「
第
二
帝
国
」
(
旦
コ
岳
ι門
門

2
刃
包
与
)

つ
ま
り
、

現
象
学
と
は
単
な
る
「
記
述
の
学
」
で
も
単
な
る
「
規
範
の
学
L

で

も
な
く
て
、

八
意
味
の
学
〉
な
の
で
あ
る
。
こ
の
八
意
味
の
学
〉
は
、
「
記
述
の
学
L

に
も
勺
規
範
の
学
」
に
も
関
わ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
諸
事
実
の
本
質
構
造
は
理
念
的

意
味
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
理
念
的
意
味
は
現
実
の
諸
事
実
と
の
対
比
に
お
い
て
こ
そ
価
値
や
理
想
と
な
る
か
ら
で
あ
る
口

こ
う
し
て
、
宗
教
現
象
学
が

J
記
述
の
学
L

と
「
規
範
の
学
」
の
関
に
跨
が
っ
た
学
問
領
域
で
あ
る
こ
と
が
仮
に
承
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば

i

l
そ
し
て
、
そ
れ
は
『
聖

な
る
も
の
の
経
験
』
の
編
者
達
が
現
象
学
的
研
究
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
規
範
的
目
的
を
繰
り
返
し
指
摘
し
た
こ
と
と
も
繋
が
る
が

l

i
、
我
々
の
次
の
課
題
は
、
そ
の
「
記

述
の
学
L

と
「
規
範
の

の
間
に
あ
る
学
問
そ
れ
自
体
が
「
体
験
の
主
観
性
し
と
「
事
実
の
客
観
性
」

の
間
に
あ
る
八
意
味
の
学
〉
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
究
明
す

る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

記
述
と
規
範
(
或
い
は
、
事
実
と
価
値
)

の
間
に
あ
る
こ
と
と
、
主
観
と
客
観
(
或
い
は
、
体
験
と
事
実
)

の
間
に
あ
る
こ
と
、
こ

れ
ら
二
重
の
「
間
」
の
相
互
連
関
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
節

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
!
ウ
の
現
象
学
理
解

前
節
の
論
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
宗
教
現
象
学
の
学
問
的
な
基
本
性
格
が
「
記
述
の
学
」
と
「
規
範
の
学
L

パ
ノ
同
計
噌

/
J

ヨ
f

に
跨
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
今
一
つ
は
宗
教
現
象
学
の
対
象
領
域
が
「
事
実
の
客
観
性
」
と
「
体
験
の
主
観
性
」
の
間
に
あ
る
「
理
解
可
能
性
ヘ
郎
ち
「
意
味
」
と

い
う
第
三
帝
国
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〈
意
味
の
学
〉
と
し
て
の
宗
教
現
象
学
の
固
有
性
は
、
こ
の
二
つ
の
事
柄
の
関
係
に
考
察
の
光
を
当
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
更
に
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
の
著
書

2
示
教
現
象
学
』

の
「
付
論
」
を
手
引
き
と
し
て
、

八
意
味
の
学
〉
と
い

う
こ
と
の
意
味
を
明
確
に
し
た
い
と
思
う
が
、

そ
の
前
に
ま
ず
そ
こ
に
示
さ
れ
た
「
現
象
」
や
「
現
象
学
」
や

J
示
教
」
等
の
基
本
概
念
に
対
す
る
彼
の
理
解
を
確
認
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

i
ウ
は
「
現
象

L
2
5
2戸以コ
0
5
3
)
を
純
然
た
る
客
観
で
も
純
然
た
る
主
観
で
も
な
く
、
「
主
観
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
客
観
ヘ
或
い
は
勺
客
観



に
関
係
づ
け
ら
れ
た
主
観
L

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
「
現
象
L

の
全
き
本
質
は
、
「
何
も
の
か
L

が
現
れ
る
こ
と
、

し
か
も
「
誰
か
に
対
し
て
現
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
現
象
は
、

そ
れ
が
現
れ
る
「
誰
か
L

に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
、
相
対
的
な
隠
蔽
、
徐
々
の
頗
現
、
相
対
的
な
透
明
性
と
い
う
三
つ
の
現
象
性
の
レ
ベ
ル
を
含
む
が
、

そ
れ
ら
は
生
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
、
即
ち
体
験
(
何
ユ
与
口
一
ω)
、
理
解
(
〈
2
.
ω
Z
Zコ)、

(
N
m凶
己
拘
ぬ
コ
)

と
相
聞
肉
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
体
験
L

は
何
よ
り
も
現
に
存
続

す
る
「
生
L

で
あ
る
が
、

そ
れ
は
意
味
の
有
機
的
な
統
一
を
有
し
、
解
釈
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
以
上
は
、

も
は
や
純
粋
な
勺
生
L

で
は
な
い
。
富
接
的
な

は
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
我
々
は
そ
れ
を
再
構
成
す
る
他
は
な
い
。
再
構
成
は
、
い
わ
ば
混
沌
と
し
た
現
実
の
迷
宮
内
の
輪
郭
の
素
描
と
し
て
記
述
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
輪
郭
は
「
構
造
し
と
呼
び
う
る
も
の
で
、
全
体
と
し
て
勺
理
解
さ
れ
る
一
つ
の
連
関
L

で
あ
り
、
「
有
意
味
に
組
織
さ
れ
た
現
実
L

で
あ
る
。
「
構
造
」
は
直
接
的
な

仕
方
で
は
な
い
が
、

そ
れ
は
確
か
に
体
験
さ
れ
る
。
こ
の
体
験
さ
れ
た
構
造
的
連
関
は
、
部
分
的
に
は
現
実
の
側
や
主
観
の
側
に
属
し
て
い
て
も
、
確
実
性
と
共
に
主
張

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
故
に
、
常
に
理
解
可
能
性
の
性
格
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
よ
思
味
L

の
領
域
は
、
主
観
性
や
客
観
性
の
上
に
存
す
る
「
第
三
帝
国
」
で
あ
る
。

意
味
(
構
造

の
相
互
連
関
は
、

一
定
の
瞬
間
に
お
け
る
「
理
解
L

に
よ
っ
て
体
験
さ
れ
る
が
、

そ
の
把
握
は
決
し
て
鱗
間
的
な
体
験
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

諸
々
の
体
験
の
統
一
を
通
し
て
、
意
味
の
繋
が
り
は
一
層
広
い
客
観
的
連
関
の
体
験
の
内
で
把
握
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
意
味
の
繋
が
り
は
事
実
的
関
係
や
因
果
的
関
係

の
よ
う
な
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
常
に
体
験
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
勺
類
型
」
(
叶
v
d己
ω)

や
「
理
念
型
し

(
E
g一けて℃
g)
で
意
味
さ
れ
る
の
は
、

正
に
こ

の
種
の
構
造
的
理
解
の
体
験
な
の
で
あ
る
。
現
象
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
現
れ
る
が
、

そ
れ
は
背
景
や
連
合
し
た
諸
次
元
を
含
み
、
類
似
や
対
照
や
意
味
の
差
異
を
有
す
る

理
解
可
能
な
構
造
的
連
関
の
中
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。
誤
解
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
っ
類
型
」
自
体
は
侭
の
現
実
も
持
た
な
い
し
、
現
実
の
写
影
な
の
で
も
な
い
。
従
っ
て
、

そ
れ
は
無
時
間
的
で
あ
り
、
現
実
の
歴
史
の
中
に
生
起
す
る
必
要
も
な
い
。
に
も
係
わ
ら
ず
、
っ
類
型
」
は
生
き
て
お
り
、
我
々
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
「
現
象
」
を
捉
え
る
つ
現
象
学
」
は
、
如
何
な
る
方
法
と
し
て
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
!
ウ
は
次
の
七
つ
の
段
階
が
相
互
に

関
係
し
つ
つ
生
起
す
る
と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、

ω現
象
に
対
す
る
命
名

(
Z
ω
5
2
m
o
g口
問
)
。
そ
の
命
名
の
際
に
諸
現
象
を
分
離
・
結
合
し
分
類
す
る
。

ω
W

「
我
々
自

で
は
、

身
の
生
の
中
へ
の
現
象
の
挿
入
(
何
吉
宗
一

g
F
5
m
)。
現
象
の
体
験
に
よ
っ
て
、
現
象
は
何
ら
か
の
意
味
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
デ
イ
ル
タ
イ
の
一
一
一
一
口
う
「
構
造
的
連
関
の
体

験
」
と
同
じ
で
あ
る
。

ω現
象
学
は
エ
ポ
ケ
ー
を
守
っ
て
、

た
だ
「
現
象
」
の
み
に
関
わ
る
こ
と
。
現
象
の
背
後
を
想
定
す
る
の
で
も
、
経
験
的
現
実
に
没
入
す
る
の
で

も
な
く
、
現
象
学
は
「
傍
ら
に
立
っ
て
、
現
れ
る
も
の
を
観
察
す
る
」
の
で
あ
る
。

ω現
象
の
観
察
は
観
察
さ
れ
た
も
の
の
寸
解
明
」
(
同
広
三
コ
m)
を
含
み
、

そ
れ
は
構

造
的
連
関
の
把
握
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
。
付
以
上
の
全
活
動
が
真
正
の
「
理
解
」
を
構
成
す
る
こ
と
、

そ
の
結
果
と
し
て
混
沌
た
る
頑
屈
な
現
実
的
事
実
が
情
報
と
な
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宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

)¥ 

る
こ
と
。
川
文
献
学
的
考
古
学
的
研
究
の
参
照

つ
ま
り
資
料
の
諸
事
実
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
絶
え
ざ
る
訂
正
(
欠
。
コ
。

r
E「
)
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
。
川
判
事
象
そ
の
も

の
へ
と
接
近
す
る
た
め
に
、
現
象
学
は
意
味
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
現
象
学
は
た
だ
一
つ
の
こ
と
を
願
う
。
即
ち
、
自
ら
に
現
れ
た
も
の
に
つ
い
て
八
一
証
言
す
る
〉
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
現
象
学
は
、
た
だ
間
接
的
な

方
法
に
よ
っ
て
の
み
、
出
来
事
の
第
二
次
的
な
体
験
、
再
構
成
を
通
し
て
の
み
な
し
う
る
。
現
象
学
は
、
こ
の
途
上
で
多
く
の
障
害
物
を
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
面

と
向
か
い
合
う
こ
と
は
、
現
象
学
に
は
…
町
訂
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
こ
と
が
鏡
を
通
し
て
も
克
え
る
、
だ
ろ
う
。

は
で
き
る
の
で
あ
る
。
」

そ
し
て
、
見
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
諮
る
こ
と

「
付
論
」
の
第
一
一

O
節
で
は
、

(

日

川

)

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
の
「
宗
教
諭
L

が
手
短
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
「
理
解
で
き
る
体
験
」
と

し
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、

ま
た
「
も
は
や
理
解
で
き
な
い
啓
示
L

と
見
倣
す
こ
と
も
で
き
る
。
理
解
と
い
う
体
験
の
再
構
成
も
、
啓
示
に
対
す
る
人
間
の

反
応
も
、
共
に
一
つ
の
現
象
で
あ
る
。
人
間
は
自
分
の
「
生
」
の
中
に
つ
力
」

(
ζ
R
Z
)
を
見
出
す
こ
と
で
、
「
生
L

の
価
値
を
高
め
、
「
生
し
を
可
能
な
限
り
広
範
な
意

味
的
連
関
の
内
に
置
こ
う
と
す
る
。

そ
の
時
、
宗
教
は
水
平
線
上
に
お
い
て
、

そ
の
極
限
へ
の
「
生
の
拡
充
し
(
〉

5
宅

E
Zコ間(一
g
F与
き
ω)

と
し
て
現
れ
る
。
人
間
は

物
事
の
更
に
一
層
深
い
宗
教
的
な
意
味
を
求
め
る
が
、

そ
こ
に
は
到
達
で
き
な
い
。
「
究
極
的
な
意
味
L

は
繰
り
返
し
自
ら
を
顕
わ
に
す
る
秘
密
で
あ
り
な
が
ら
、

し
か
も

永
遠
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
唯
一
の
事
実
は
、
究
極
的
な
意
味
は
同
時
に
「
意
味
の
限
界
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
意
味
の
境
界
線
を
超
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
啓
示
が
垂
直
的
に
訪
れ
る
。
第
一
の
水
平
的
な
道
は
可
触
的
で
理
解
で
き
る
現
象
だ
が
、
第
二
の
垂
直
的

な
道
は
お
よ
そ
現
象
と
は
言
え
ず
、
従
っ
て
理
解
も
で
き
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
宗
教
体
験
に
お
い
て
生
起
す
る
こ
と
は
、
不
思
議
な
絶
対
的
に
他
な
る
「
力
が
生
の

中
に
介
入
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
態
度
は
、

ま
ず
何
よ
り
も
驚
嘆
で
あ
り
、

そ
れ
は
最
終
的
に
は
信
仰
と
な
る
。
生
の
拡
充
で
あ
れ
、
神
の
啓
示

で
あ
れ
、

そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
宗
教
に
求
め
ら
れ
て
き
た
呂
標
、
即
ち
救
い

(
Z
Z
一
)
が
あ
る
。
全
て
の
宗
教
は
「
救
済
の
宗
教
L

(

何ユ
αω
己
口
問

ω
月一一
m
Eコ
)
な
の

で
あ
る
。

以
上
の
如
き
予
備
的
考
察
に
続
い
て

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

i

ウ
は
「
宗
教
現
象
学
L

の
骨
子
を
素
描
す
る
。
「
宗
教
現
象
学
L

の
成
立
を
巡
つ
て
の
不
可
避
な
向
い
は
、

現
象
に
つ
い
て
の
体
系
的
議
論
で
あ
る
「
現
象
学
」
と
、
我
々
の
観
察
を
逃
れ
る
究
極
的
体
験
、
或
い
は
本
質
に
お
い
て
隠
さ
れ
た
啓
示
と
し
て
の

J
不
教
」
と
が
、
如

何
に
結
び
つ
き
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
専
ら
現
象
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
が
、
後
者
は
理
解
が
及
ば
ぬ
も
の
、
或
い
は
現
象
で
す
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。



こ
こ
に
は
一
切
の
宗
教
に
と
っ
て
、

ま
た
一
切
の
理
解
に
と
っ
て
本
質
的
な
矛
盾
律
が
存
在
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

お
よ
そ
一
切
の
理
解
は
、
究
極
的
に
は
摂
界
に
到
達
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
限
界
に
お
い
て
「
理
解
は
自
ら
の
名
を
失
っ
て
、

た
だ
理
解
さ
れ
る
こ
と
(
〈
向
ω片
山
口
己

g
さ
o
E
S
)
と
呼
ば
れ
う
る
ば
か
り
で
あ
る
。
」
換
言
す
れ
ば
、
理
解
の
深
ま
り
に
応
じ
て
、
理
解
の
究
極
的
根
拠
が
そ
れ
自
身
の

と
こ
ろ
で
、
宗
教
の
理
解
に
限
ら
ず
、

内
に
で
は
な
く
、

理
解
の
境
界
線
を
超
え
た
と
こ
ろ
か
ら
理
解
さ
れ
る
何
か
「
他
者
」
の
内
に
存
す
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。

一
切
の
理
解
が
究
極
的
に
は
寸
理
解
さ
れ

る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

一
切
の
愛
が
究
極
的
に
は
「
愛
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

つ
ま
り

理
解
と
い
う
も
の
は
全
て
宗
教

的
要
因
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
間
の
愛
は
我
々
に
贈
ら
れ
た
愛
に
対
す
る
応
答
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、

エ
ポ
ケ
!
を
前
提
に
成
立
す
る
一
切
の
つ
理
解
」

は
、
献
身
的
な
「
愛
」
に
休
ら
う
故
に
、
冷
徹
な
観
察
者
の
態
度
な
ど
で
は
な
く
、
「
愛
す
る
者
の
愛
さ
れ
る
対
象
へ
の
愛
し
い
凝
視
L

と
な
る
。
「
愛
す
る
こ
と
の
な
い

者
に
は
、
何
一
つ
鎖
わ
に
は
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
は
、

キ
リ
ス
ト
教
的
経
験
で
あ
る
と

に
プ
ラ
ト
ン
的
経
験
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
以
上
の
よ

う
に
主
張
す
る
こ
と
は
、
勿
論
、
神
学
へ
の
現
象
学
の
改
宗
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。

~
F
-
A
J
-

、

+
/
中
/

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

i
ウ
は
、
「
信
仰
L

と
「
明
証
L

の
間
に
あ
る
類

縁
性
を
、
明
誌
は
本
質
的
に
「
啓
示
へ
の
準
備
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

ルmm
三
ル
如

〈
意
味
の
学
〉
と
し
て
の
宗
教
現
象
学

そ
れ
で
は
、
前
節
の
初
め
に
提
起
し
た
二
重
の
「
間
」
の
問
題
、
即
ち
「
記
述
の
学
」
と
「
規
範
の
学
」
の
閥
、
及
び
「
事
実
の
客
観
性
」
と
「
体
験
の
主
観
性
L

の

間
の
問
題
に
立
ち
滞
っ
て
、

そ
れ
ら
の
関
係
が
明
僚
な
輪
郭
を
帯
び
て
く
る
地
平
を
探
っ
て
み
よ
う
。
宗
教
現
象
学
が
実
は
「
記
述
の
学
」
と
「
規
範
の
学
」
に
跨
が
つ

た
学
問
領
域
で
あ
る
こ
と
は
、
前
章
の
よ
一
小
教
の
実
存
的
|
解
釈
学
的
現
象
学
」
が
白
日
の
下
に
附
し
た
事
柄
で
あ
る
。
事
実
、
現
象
学
的
記
述
の
背
後
に
大
抵
は
非
現

象
学
的
な
規
範
的
思
的
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
現
象
学
の
第
三
の
流
れ
の
特
色
は
、
何
よ
り
も
人
間
的
実
存
の
構
造
分
析
と
一
一
一
一
口
語
媒
介
的
解
釈
を
考
察
の
基
礎
に
据
え

エ
ポ
ケ

l
が
有
す
る
限
界
性
や
隠
さ
れ
た
規
範
的
自
的
を
意
識
化
し
た
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

神
学
に
誘
導
さ
れ
た
「
神
学
的
現
象
学
」
の
色
彩
が
強
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
口

る
こ
と
で
、

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

i
ウ
の
宗
教
現
象
学
も
、
根
底
で
は

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
の
宗
教
現
象
学
の
記
述
を
支
え
る
「
埠
解
」
と
は
、
混
沌
と
し
た
現
実
の
中
に
一
つ
の
浬
解
さ
れ
る
「
構
造
的
連
関
」
を
見
出
す
こ
と
で
あ

る
が
、
彼
が
一
般
に
「
理
解
L

を
体
験
の
再
構
成
と
し
て
規
定
し
て
い
る
以
上
、
寸
現
解
」
は
体
験
さ
れ
た
構
造
的
連
関
と
し
て
の
「
理
解
可
能
性
¥

即
ち
「
意
味
」
の

留
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

I~l 
0 

領
域
に
属
す
る
事
柄
と
な
る
。
類
型
や
理
念
型
そ
れ
自
体
は
現
実
に
関
与
し
な
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
現
実
に
体
験
さ
れ
、
「
意
味
L

は
部
分
的
に
は
体
験
的
主
観
性
や
事
実

的
客
観
性
に
属
す
る
も
、

そ
れ
ら
に
全
面
的
に
は
属
さ
ず
に
第
三
帝
国
を
形
成
す
る
。

確
か
に
、
宗
教
現
象
学
は
、
勺
体
験
の
主
観
性
」
と
「
事
実
の
客
観
性
」
と
い
う
こ
つ
の
主
客
の
現
実
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
理
念
的
意
味
を
探
究
領
域
と
す
る
〈
意

味
の
学
〉
で
あ
る
。

そ
れ
は
宗
教
現
象
の
普
通
的
な
意
味
を
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
呂
指
す
「
記
述
の
学
L

と
し
て
成
立
す
る
が
、

そ
の
場
合
の
意
味
理
解
の
妥
当

性
は
、
歴
史
的
特
殊
的
な
事
実
の
記
述
と
の
照
合
を
通
し
て
絶
え
ず
点
検
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
八
意
味
の
学
〉
は
、
宗
教
現
象
の
体
系
的
把
握
と
歴
史

的
把
握
と
が
交
互
に
媒
介
さ
れ
る
弁
証
法
的
運
動
を
学
照
的
営
為
の
中
に
原
理
的
に
有
し
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
八
意
味
の
学
〉
は
「
記
述
の
学
L

を
呂
指
し
つ
つ
、

そ

の
背
後
に
「
規
範
(
の
学
)
」
を
隠
然
と
或
い
は
公
然
と
持
っ
て
い
る
故
に
、
記
述
に
対
す
る
規
範
の
影
響
や
誘
導
を
常
に
意
識
化
し
て
お
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う

し
て
、
前
掲
の
宗
教
学
の
領
域
区
分
の
図
を
持
ち
出
せ
ば
、

八
意
味
の
学
〉
と
し
て
の
宗
教
現
象
学
は
、
「
体
系
L

と
「
歴
史
し
の
間
と
「
記
述
」
と
「
規
範
」
の
問
、
要

す
る
に
寸
体
系
|
歴
史
」
の
水
平
納
と
「
記
述
|
規
範
」
の
垂
直
軸
が

る
地
点
に
位
置
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
〈
意
味
の
学
〉
と
い
う

」
と
の
意
味
が
、
更
に
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

よ
田
中
味
」
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
研
究
レ
ベ
ル
で
の
「
特
別
な
現
象
が
特
別
な
集
団
や
個
人
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
、

或
い
は
持
っ
た
意
味
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
思
考
レ
ベ
ル
で
の
「
異
な
っ
た
諸
現
象
関
で
作
ら
れ
る
顕
在
的
或
い
は
潜
在
的
な
連
関
L

と
し
て
の
解
釈
的
カ
テ
ゴ
リ

i

で
あ
る

D

換
言
す
れ
ば
、
「
人
間
の
表
現
の
中
に
含
ま
れ
た
意
義
(
丘
四
日
比
出

S
Rめ
ご
と
し
て
の
意
味
と
、
「
そ
れ
に
よ
っ
て
我
々
が
そ
の
人
間
の
表
現
を
理
解
す
る
手
段

(
5
2
コω)
」
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
の
宗
教
現
象
学
は
、
宗
教
現
象
の
普
遍
的
な
構
造
的
意
味
的
連
関
の
把
握
を
目
指
す
わ
け
だ
が
、
そ
の

際
に
認
識
、
主
体
の
側
の
解
釈
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
」
忠
味
」
(
手
段
)
が
、
現
象
の
「
意
味
」
(
意
義
)
i
i
l
他
の
認
識
主
体
(
表
現
主
体
)

の
主
観
的
体
験
性
と
は

切
り
離
さ
れ
て
意
味
論
的
に
自
律
し
た
表
現

i
ー
を
如
何
な
る
仕
方
で
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
〈
意
味
の
学
〉
の
性
格
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
解
釈
的
カ

テ
ゴ
リ
!
と
し
て
の
「
意
味
」
は
、
文
化
的
社
会
的
な
意
味
連
関
と
し
て
の
磁
場
の
中
で
働
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
相
互
主
体
的
な
制
約
を
被
る
こ
と
は
不
可

避
で
あ
り
、
っ
記
述
の
学
」
の
認
識
枠
組
み
自
体
の
中
に
既
に
特
定
の
価
値
や
規
範
が
浸
透
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
者
に
よ
る
表
現
と
し
て
の
現
象
も
、

そ
れ
を
表
現
し
た

当
の
他
者
自
身
か
ら
見
れ
ば
、
同
様
に
特
定
の
文
化
的
社
会
的
な
意
味
連
関
の
磁
化
作
用
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、

現
象
学
の
基
本
想
定
の
一
つ
で
あ
る
「
現
象
の

自
己
顕
現
一

(
即
ち
、
現
象
は
そ
の
本
質
を
現
象
そ
れ
自
身
に
お
い
て
顕
わ
に
す
る
こ
と
)
は
、
妥
当
し
な
く
な
る
。
現
象
の
本
質
が
鎖
わ
に
な
っ
た
ま
ま
で
受
容
さ
れ
る



こ
と
は
函
難
で
あ
り
、
現
象
を
捉
え
る
認
識
主
体
の
側
で
も
、
現
象
の
中
に
主
観
的
な
意
味
を
表
現
し
た
他
者
の
側
で
も
、
何
ら
か
の
屈
折
を
経
た
限
り
の
現
象
と
な
る

だ
ろ
う
。

こ
こ
で
決
定
的
に
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
の
は
、
こ
の
認
識
主
体
に
お
け
る
相
互
主
体
性
(
一
三

q
a
g
Z
R円

7
云
叱
)
の
「
棺
互
L

(

古
門
ぬ
こ
が
持
ち
う
る
範
屈
と

次
元
で
あ
る
。
認
識
主
体
が
現
象
の
意
味
を
自
己
の

(
従
っ
て
、
自
己
が
所
属
す
る
共
同
体
的
相
互
主
体
的
な
)
意
味
連
関
の
枠
組
み
の
中
で
の
み
捉
え
る
場
合
に
は
、

排
他
主
義
的
乃
至
は
包
括
主
義
的
な
態
度
と
な
り
、
恐
ら
く
そ
の
根
底
に
は
先
行
す
る
価
値
判
断
(
特
定
宗
教
の
絶
対
主
義
や
意
識
の
進
化
論
的
発
想
な
ど
)
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
現
象
の
意
味
を
理
解
す
る
場
面
で
顕
在
化
す
る
の
は
、
別
の
疎
遠
な
相
互
主
体
性
(
同
集
団
内
の
も
の
で
あ
れ
、
異
集
日
出
の
も
の
で
あ
れ
)

の
存
在

で
あ
る

D

そ
れ
故
に
、
別
の
疎
遠
な
相
互
主
体
的
な
意
味
連
関
(
別
の
価
値
体
系
)

と
の
遭
遇
や
対
立
や
交
渉
を
通
し
て
、
現
象
の
自
己
顕
現
と
し
て
の
普
遍
的
な
よ
思

味
」
に
如
何
に
し
て
接
近
し
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
最
重
要
の
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
普
遍
的
な
「
意
味
L

に
接
近
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
認
識
主
体

の
側
で
の
方
法
的
な
不
断
の
エ
ポ
ケ

i
|
|
価
値
に
対
す
る
判
断
停
止
は
、
他
者
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
自
己
及
び
自
己
の
所
属
す
る
社
会
に
対
し
て
も
行
わ
れ
ね
ば

な
る
ま
い

i
i
i
を
通
し
た
解
釈
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
己
透
明
化
や
相
対
化
、
及
び
多
元
的
な
意
味
連
関
や
多
様
な
価
値
規
範
の
容
認
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
解
釈
的
な
場

が
関
か
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

宗
教
現
象
学
の
第
三
の
流
れ
で
あ
る

J
示
教
の
実
存
的
解
釈
学
的
現
象
学
」
の
出
発
点
に
あ
る
の
は
、
人
間
の
実
存
的
構
造
と
言
語
媒
介
的
解
釈
が
一
切
の
理
解
を

不
可
避
的
に
(
つ
ま
り
規
範
的
に
)
制
約
す
る
こ
と
に
対
す
る
根
本
認
識
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

い
わ
ば
人
類
に
固
有
の
普
遍
的
な
「
自
然
的
分
節
し
と
、
民
族
に
国
有

の
特
殊
的
な

J
文
化
的
分
節
」
と
い
う
二
重
一
の
分
節
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
の
自
党
が
あ
り
、

ま
た
文
化
的
分
節
が
持
ち
う
る
文
化
的
偏
向
に
対
す
る
洞
察
が
あ
る
。
相

互
主
体
性
の
「
相
互
」
が
持
ち
う
る
拡
が
り
と
深
み
の
問
題
は
、
論
理
的
に
は
特
殊
と
普
通
の
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
特
殊
は
他
の
特
殊
に
対
し
て
の
み
特

殊
で
あ
り
、
特
殊
が
対
立
す
る
の
は
普
遍
に
対
し
て
で
は
な
く
て
、
他
の
特
殊
に
対
し
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
ま
た
特
殊
が
特
殊
で
あ
り
う
る
の
は
、
諸
々
の
特
殊

を
包
み
込
む
場
と
し
て
の
普
遍
に
お
い
て
で
あ
る
。
特
殊
は
、
普
遍
の
場
に
お
い
て
始
め
て
特
殊
で
あ
り
う
る
。
複
数
の
相
互
主
体
性
が
関
わ
る
理
解
の
場
面
で
先
鋭
化

す
る
の
は
、
取
り
敢
え
ず
特
殊
と
特
殊
の
関
係
、
正
確
に
は
或
る
特
殊
な
価
値
規
範
と
別
の
特
殊
な
価
値
規
範
と
の
関
係
で
あ
る
。
記
述
と
は
原
理
上
は
或
る
価
値
に
よ

る
別
の
価
値
の
記
述
で
あ
る
、
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
問
題
は
、
特
殊
な
価
値
が
単
な
る
特
殊
の
絶
対
化
を
通
さ
ず
に
、
如
何
に
し
て
普
通
約
妥
当
性
を

獲
得
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
収
蝕
す
る
。
そ
こ
で
は
特
殊
な
価
値
に
依
拠
す
る
人
間
自
体
が
、
既
存
の
価
値
規
範
を
自
明
の
事
と
し
て
受
容
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号

四



宗
教
現
象
学
の
展
開
と
そ
の
学
問
的
な
基
本
性
格

I~I 

(
れ
)

絶
え
ず
そ
の
根
源
へ
と
遡
及
し
て
行
く
脱
臼
的
運
動
と
し
て
の
方
法
的
ヱ
ポ
ケ
ー
が
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
様
源
へ
遡
及
す
る
運
動
が
全
体
性
を
回
復
す
る
運
動
と

結
び
つ
く
持
、
特
殊
は
自
ら
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
を
止
め
ず
に
、
「
普
通
の
場
に
お
け
る
特
殊
」
で
あ
る
こ
と
の
自
党
に
至
る
は
ず
で
あ
る
。
現
象
学
の
格
率
「
事
象
そ
の

も
の
へ
」
は
、
こ
う
し
た
不
断
の
方
法
的
エ
ポ
ケ

l
の
実
践
と
、
或
る
価
値
規
範
の
特
殊
性
の
認
識
に
基
づ
い
た
他
者
に
対
す
る
共
存
的
共
感
的
理
解
と
に
よ
っ
て
、
連

成
さ
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

要
す
る
に
、
「
意
味
」
の
問
題
は
、
他
者
と
の
出
会
い
の
中
で
自
己
を
理
解
す
る
「
人
間
」
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
人
間
は
神
(
超
越
者
)
と
動
物
の
「
間
」
に
位
置

す
る
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
己
と
他
者
の
「
間
L

に
あ
る
存
在
、

即
ち
侶
人
性
と
社
会
性
と
の
弁
証
法
的
統
一
で
あ
り
、

そ
の
人
間
が
他
の
人
間
の
表
現
(
現
象
)

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
学
問
は
、
体
験
的
主
観
性
と
事
実
的
客
観
性
の
「
間
L

に
あ
る
理
念
的
「
意
味
」
の
探
究
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
宗
教
現
象
に
固
有
の

を
捉
え
よ
う
と
す
る
宗
教
現
象
学
は
、
幾
重
も
の
「
間
L

に
位
置
す
る
人
間
の
、
現
象
と
し
て
の
人
間
の
「
意
味
」
を
宗
教
的
な
根
源
性
と
全
体
性
に
お
い
て
追
求
す
る

学
問
で
あ
る
。

そ
こ
で
浮
き
彫
り
に
な
る
の
は
、
根
源
的
で
全
体
的
な
「
意
味
L

を
志
向
す
る
宗
教
的
な
人
間

(
Z
5
0
「め一一

mzgω)
で
あ
り
、

そ
の
姿
は
他
者
の
中
に

と
問
時
に
、
他
者
理
解
を
通
し
て
自
己
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔注〕灼
(
璃
を
避
け
る
た
め
に
、
次
の
著
作
か
ら
の
引
用
に
限
り
、
略
号
(
向
山
・
)
を
用
い
た
。
略
号
の
後
の
数
字
は
頁
数
を
指
す
。

ぜ
ヨ
円
凶
作
「
白
山

J

三
ωω

き
己
宅
三
宮
「

Z
-
h
c
コ
ωめ円
J

』円
J

(

包
∞
目
)
ゆ
ι

内意向日、
h.

ミ
ミ
ミ
$
n
いd
h
h
h

ミ
A
咽
出

5
5
4
]
巴
三
Z
E
q
m
J
s
g
m
u
S
U
N
-

(
1
)
本
稿
で
は
第
一
の
声
部
と
し
て
の
宗
教
現
象
学
を
「
宗
教
の
本
質
的
現
象
学
L

と
訳
し
て
お
い
た
が
、
「
宗
教
現
象
学
」
と
い
う
表
現
が
熟
し
て
い
る
故
に
、
「
本
質
的
な
宗
教
現

象
学
L

と
訳
す
方
が
分
か
り
ゃ
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、
第
二
・
第
三
の
声
部
と
し
て
の
宗
教
現
象
学
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(
2
)
問
主
百
点
。
も
ミ
は
出
、
G
-
5
6
3
F
印

C(VZ
円。
Z
C
C
A〈め一一
mw(}mw
一
両
日
三
一
。
℃
E

5
明「
E
d
m
m
Z
ω
m
Y
5
・
5
!
∞
1
5
5
i
H
N
W
E
ω
吋・

(
3
)
む
∞
三
巴

(UCm山吋「百円・
mu(
めむ・
)
w
h〕

b
sさ
さ
s
s
h
m
h
。
¥
忌
ぬ
吋
ミ
ミ
h
N
3
6」
U
S、
古
河
内
~
九
一
色
。
、
戸

ω
g
R
F
J一〈め「
ω一門叱

o
h
Z
め
を
ペ
O

「
片
ヲ
a
g
m
u
g
g
-

(
4
)
勿
論
、
こ
の
区
分
自
体
(
或
い
は
、
そ
の
区
分
を
行
な
う
学
問
的
態
度
の
中
に
隠
さ
れ
た
世
界
観
)
が
持
ち
う
る
客
観
的
妥
当
性
の
問
題
が
論
及
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
認

識
の
枠
組
み
が
認
識
対
象
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
こ
の
区
分
自
体
が
含
む
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
性
に
関
す
る
解
明
が
目
的
で

は
な
い
の
で
、
説
明
の
使
宜
上
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
小
口
偉
一
・
抑
制
一
郎
監
修
『
宗
教
学
詩
典
¥
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
二
七
二
頁
、
参



河
口
パ
。

(
5
)
三ご
6

2
巴
E
n
一
戸
〕
C
ω
め
℃
}
H
P
A
-
-
ハ
一
c
m
E
C
(
包
ω)v
叫

J
b
h
~
4
3
E
ミ
ミ
白
河
内
丘
町
3
言
、
、
{
プ
め
亡
コ
…
ぐ
め
「
ω
-
3
、
0
町
(
い
一
叫
ん
の
山
問
。
勺
「
虫
∞
w
日
甲
山
戸
℃
℃
・
山
中

1
8

(
6
)
の
・
ぐ
山
コ
(
一
号
戸
ゆ
め
に
戸
町
芯
¥
N
S
ミ
ミ
h
S
え
た
可
言
・
』
品
。
還
さ
ミ
o
h
刊
に
へ
~
ミ
見
込
町
3
F
5
2
(
S
N印
)
u
(
G
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ

l
ウ
著
、
出
丸
徳
善
・
大
竹
み
よ
子
訳

J

T故
現

象
学
入
門
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
五
頁
、
参
照
。
)

(
7
)
・
0
・
〈
き
己
g
a
F
2
5
F
可
廿
き
も
さ
さ
ミ
高
尽
号
司
、
河
内
丘
町
3
p
p
由
。
}
戸
ω
・
〉
え
7
5
吋
C
(
H
U
ω
ω
)
u
H
)
吋
∞
ω
(
g
h
}
)
・
括
弧
内
は
、
向
書
の
タ
i
ナ
i

に
よ
る
英
語
訳
か
ら
の
引
用
の
頁

数
で
あ
る
。
以
下
、
同
様
。

(
4
3
コ
己
主
命
(
ご
)
て
」
問
、
「
に
「
コ
ヨ
J
h
丘
町
宮
足
立
町
訟
ミ
同
町
内
へ
さ
え
h
h
Q
噌
A
p
h
E
足
。
噌
?
?
ふ
コ
の
め
門
C
コ
ピ
コ
一
〈
号
ω
一
げ
て
?
・
0
5
u
H
U
∞
A
F
)

(
8
)
-
σ
一
子
力
・
吋
∞
ω
(
g
k
H
)
・

(
9
)
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
!
ウ
自
身
、

2
一
小
一
教
現
象
学
』
の
第
一

O
九
節
の
中
で
、
宗
教
現
象
学
の
学
問
的
な
位
置
の
輪
郭
を
、
宗
教
詩
歌
・
宗
教
史
・
宗
教
心
理
学
・
宗
教
哲
学
・
神

学
と
い
う
他
の
関
連
領
域
と
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
差
異
の
関
係
に
お
い
て
描
写
し
て
い
る
。
ヨ
一
己
J
℃
℃
・
吋
∞
ω
i
吋
∞
吋
(
岱
∞
日
i
o
∞
∞
)
・

(
刊
)
峰
由
一
切
旭
雄
は
、
よ
示
教
現
象
学
」
は
そ
れ
自
身
の
内
に
留
学
と
科
学
、
規
範
と
事
実
と
い
う
一
種
の
緊
張
関
係
を
蔵
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
慨
に
武
藤
一
雄
は
「
神
学
と
宗
教

哲
学
と
の
間
」
を
論
じ
て
、
そ
の
「
問
」
を
神
学
的
宗
教
哲
学
と
哲
学
的
宗
教
哲
学
に
分
け
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
相
互
連
関
を
考
察
し
て
い
る
が
、
峰
島
は
「
宗
教
学
と
宗
教
哲
学

と
の
間
L

に
宗
教
学
的
宗
教
哲
学
と
哲
学
的
宗
教
哲
学
が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
宗
教
哲
学
本
来
の
姿
を
?
哲
学
か
ら
宗
教
へ
」
と

J
不
教
か
ら
哲
学
へ
」
と
い
う
往
還
運
動
の

中
に
見
出
す
と
共
に
、
そ
の
両
者
の
運
動
の
「
あ
る
が
ま
ま
の
あ
り
ょ
う
を
と
ら
え
、
わ
れ
わ
れ
の
控
に
お
い
て
、
主
体
的
に
、
そ
の
い
ず
れ
を
も
、
体
験
化
」
(
傍
点
は
原
著
者
)

す
る
営
み
を
学
と
し
て
顕
在
化
す
れ
ば
、
一
つ
は
両
者
の
あ
る
が
ま
ま
の
有
り
様
を
捉
え
る
「
宗
教
現
象
学
」
と
な
り
、
ま
た
両
者
を
比
較
総
合
し
て
体
験
化
す
る
「
比
較
宗
教

官
学
」
と
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
蜂
島
は
「
比
較
宗
教
哲
学
と
宗
教
現
象
学
と
が
媒
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
宗
教
哲
学
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
結
論
を
下
し
て
い
る
。
峰
島
旭
雄

3
示
教
と
哲
学
の
間
ヘ
北
樹
出
版
、
一
九
七
九
年
、
参
問
。

(
日
)
の
・
ぐ
さ
仏
2
・
Z
2
戸

b.ミ
吋
忌
ミ
ミ
h
S
込
町
H
U
E
-
さ
さ
き
ミ
。
色
町
民
向
、
河
内
丘
町
凡
g
u
H
u
a
H
(
H
U
N印
)
W
(
G
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
・
レ

i
ウ
著
、
田
丸
徳
善
・
大
竹
み
よ
子
訳
『
宗
教

現
象
学
入
門
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
六
頁
、
参
照
。
)

(
ロ
)
前
掲
書
、
十
一
頁
、
参
照
。

(
日
)
の
・
〈
山
口
〔
目
白
白
戸
2
c
t
〈
w
h
)
p
h
r
.
E
V
さ
町
、
お
。
へ
も
h
丸
町
民

q
h丘
町
E
F
Y
A
o
y
p
ω
・
〉
丘
一
-
w
s
一
1
0
(
H
U
ω
ω
)
w
U
・
、
3
0
(
ミ
N
)
・

(

日

比

)

円

E
Z
J

コN
l
ゴ
吋
(
ミ
十
ミ
∞
)
・

(
日
)
[
玄
〔
H
W
U
1
、
コ
(
ミ
∞
)
・

(
国

)
-
E
子
ゴ
∞
l
吋
∞
日
(
ミ
U
I
S
N
)
・

(口
)
F
E
」
吋
∞
ω
(
岱
∞
ω
)
・

(出

)
E
E
J
a
ω
(
窓
品
)
白

(
日
)
ブ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
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The Development of the Phenomenology of Religion and 

its Basic Character as a Scholarly Discipline 

哲
学 MasakazuTANATSUGU 

日ヨベ.:.、
本目

当 This paper has tv，/o objectives. The first is to survey the three main groups of the 
i:ifl日

集 p凶heno印m附1η.1e臼no川.1ologyof 凶 giωO 凡 a 吋 tωo cJa凶防凶a出訂凶r汁尚-if:，九y山 d出is坑ti川η川ct山:i

'"コ十 referringto Eψei匂ηce0./ th.e Sacred (edited by S.B. Twiss and W. H. Conser， Jr.， 1992). The 

査 sec 川 is 川 r問問as句pコ向 b凶Das討ic山 r口悶悶ω正a泌矧i犯川ct旧 Oぱft出h治isf白ieldas a 釘ω凶山110叫叫o叶山山)汁)le正
，コ

funclamentaJ terms as 'Phanomen'， 'Verstehen'， ancl‘Religion' in the phenomenology of religion 

of one of the 1110St influential early researchers， G. van cler Leeuw's 

The first group is Essential Phenomenology of Religion， in ¥vhich the essence of religious 

consciousness is eJucidatecl by phenomenoJogical attitucle; the second is I-listoricaJ-Typological 

PhenomenoJogy of ReJigion， the aims of which are the quaJitative ancl historical understancling 

of particular reJigions and the cliscovery of universal elements by means of comparison and 

ideal types. The thircl and latest is Existential.匂HermeneuticalPhenomenology of Religion， 

which constitutes a turning point in the development of the phenomenology of religion in that 

its perspective is founcled upon the structural analysis of human existence and the recognition 

of language-mecliated understancling. 

The phenomenology of religion can be clefined as a science of icleal meaning which Jies 

between subjectivity and objectivity. By using a scheme with 'system . history' as the horizontal 

axis ancl‘norm -c1escription' as the vertical， we are able to see ¥;vhere the phenomenology of 

religion was， is ancl can be located. ¥へ!e can consicler the position of the phenomenology of 

religion as Iying betv/een normative disciplines and descriptive ones， and bet¥司氾ensysternatic 

c1isciplines and historical ones. This dual intermediateness seems symbolically to reflect the 

intermediate position of human beings， that is， between gocl ancl beast， and bet¥veen the self ancl 

others. 
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